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週
間
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
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一
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業
株
式
会
社
エ
塙
跡
の
士
地
4

西
公
民
館
、
東
公
民
館
同

を
分
割
し
て
交
換
し
た
の
で
様
電
話
を
備
え
る
と
す
れ

東
西
二
十
間
南
北
約
―
―
―
十
七
ぽ
年
額
一
万
数
千
円
位
か

間
合
計
七
三
0
坪
の
数
地
と
、
る
と
思
う
。

な
り
て
こ
れ
に
現
庁
舎
を
約
現
役
場
の
敷
地
に
新
築
す

三
十
米
北
に
移
転
し
て
公
民
ー
る
場
合

館
に
転
用
、
そ
の
南
に
小
使
一
1

士
地
交
換
を
し
た
残
り
の

去
る
―
―
一
月
ヤ
日
の
村
議
会
局
も
議
会
も
惧
重
に
考
究
し
昭
和
一
一
十
九
年
十
二
月
九
日
住
宅
を
移
し
、
旧
庁
舎
の
跡
一
久
保
庭
工
鴇
跡
の
敷
地
は

庁
舎
建
築
の
議
決
と
こ
れ
協
誤
し
て
漸
く
実
現
し
た
も
-
―
―
ー
ケ
村
一
斉
に
議
会
を
開
設
に
県
面
か
ら
約
八
間
距
て

A

一
県
道
に
面
し
た
価
値
の
高

に
伴
う
予
算
が
議
決
さ
れ
て
の
だ
が
、
こ
こ
に
こ
れ
ま
で
し
て
こ
れ
を
議
決
し
た
。
新
守
舎
を
建
て
る
こ
と
に
な
い
塙
所
が
約
一
反
在
畝
残

新
庁
舎
が
現
在
の
役
場
敷
地
の
経
過
を
御
知
ら
せ
し
て
村
i
そ
の
建
設
計
画
の
中
に
役
っ
た
。
る
。

内
に
建
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
民
の
皆
さ
ん
の
一
恩
の
御
協
場
建
物
増
改
築
の
方
針
と
し
一
現
庁
舎
及
小
使
住
宅
の
移
転
一
2

小
使
は
役
場
と
公
民
館
と

り
、
四
月
二
十
八
日
起
丁
式
力
を
御
願
い
す
る
。
一
て
．
「
新
村
の
財
政
に
余
裕
が
一
費
と
敷
地
の
埋
立
整
地
一
切
を
兼
務
出
来
る
の
で
一
人

を
終
つ
て
目
下
工
事
中
で
八
千
江
田
、
梅
島
、
佐
貰
一
＝
出
来
次
第
新
村
中
心
部
に
新
で
―
-
+
―
―
―
万
円

G
4
事
睛
負
で
す
む
。
団
つ
て
住
宅
は

月
三
十
一
日
竣
工
の
予
定
で
ケ
村
合
併
に
際
し
新
村
建
設
築
す
る
も
の
と
す
る
」
と
ゆ
人
埼
玉
県
北
川
辺
村
松
橋
宇
従
来
の
ま
ま
で
新
築
の
必

あ
る
。
一
「
計
画
を
た
て
各
村
と
も
部
落
―
う
一
項
が
あ
り
、
事
業
計
画
一
）
小
田
木
氏
の
保
償
料
と
要
が
た
い
。

庁
舎
新
築
に
つ
い
て
は
当
常
会
で
村
民
の
納
得
を
得
て
＿
及
財
政
計
画
に
は
、
昭
和
―
―
―
増
田
氏
の
移
転
料
保
償
料
合

3

小
使
を
華
人
れ
な
い
か
ら

一
十
年
度
事
業
と
し
て
庁
舎
新
一
せ
て
約
十
九
万
円
で
あ
る
。
人
件
費
は
増
加
し
な
い
。

一
築
が
織
り
込
ま
れ
て
い
た
の
新
庁
舎

4

電
話
は
此
処
に
士
地
改
艮

で
あ
る
。
．
設
計
者
前
檎
市
一
級
建
—
区
等
が
事
務
所
を
置
か
な

ー
合
併
後
庁
舎
新
築
の
敷
地
築
土
根
本
梅
吉
い
限
り
必
要
が
た
く
な
る

予
定
池
と
し
て
、
久
保
庭
産
，
紛
坪
数
一
四
三
坪
五
合
5

旧
守
舎
小
使
住
宅
の
移
転

一
業
株
式
会
註
の
工
場
跡
の
士
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
費
、
敗
地
埋
立
整
理
費
保

一
地
九
七
五
坪
を
九
十
七
万
五
一
プ
ロ
ッ
ク
ニ
階
立
、
屋
―
償
料
等
で
約
四
十
二
万
円

千
円
で
購
入
し
た
が
、
そ
の
上
の
使
用
可
能
か

4

る
。

後
起
償
四
百
万
円
許
町
の
内
工
事
請
負
金
額
金
五
百
こ
れ
を
比
較
す
る
と
現
在

示
が
あ
っ
た
の
で
、
本
年
一
参
拾
万
円
一
の
役
場
敷
地
に
新
築
す
る
た

一
月
二
十
七
日
議
会
の
全
員
協
H
平
訊
目
人
株
式
会
註
＿
め
一
時
約
十
七
万
円
の
余
計

議
会
に
報
告
し
、
庁
舎
建
築
小
川
建
設
館
林
田
張
所
一
な
経
骰
が
か
：
る
訳
だ
が
、

の
件
を
諜
っ
た
が
、
当
時
財
長
中
野
国
松
小
使
の
給
与
や
電
話
の
費
用

源
の
見
通
し
が
な
く
建
築
予
一
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
等
で
一
年
に
八
万
数
千
円
の

算
が
く
め
な
い
の
で
具
体
化
一
最
初
役
場
敷
地
予
定
地
と
節
約
が
出
来
る
か
ら
金
十
七

一
し
な
か
っ
た
。
し
て
購
入
し
た
久
保
庭
産
業
万
円
は
ニ
ケ
年
で
償
却
出
来

一
―
―
一
月
に
入
り
特
別
交
付
金
株
式
会
試
工
堤
跡
を
使
用
し
ー
る
。
若
し
諸
雑
袈
等
が
若
干

一
の
交
付
が
あ
り
建
築
予
算
の
た
い
た
め
余
計
の
経
費
が
か
一
か
さ
ん
で
も
ー
―
―
ケ
年
で
佑
却

一
財
源
が
出
来
た
の
で
三
月
四
か
る
様
だ
が
、
こ
れ
は
次
の
一
出
来
て
、
そ
の
後
は
年
々
八

一
日
及
―
―
一
月
七
日
の
両
日
に
わ
事
柄
を
御
参
照
下
さ
れ
ば
御
万
円
以
上
の
利
益
と
な
る
。

一
た
り
議
会
の
全
員
脇
議
会
を
納
得
が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
一
更
に
余
っ
た
土
地
の
面
積

開
い
て
検
酎
為
議
を
重
ね
た
る
。
は
約
二
畝
少
い
が
、
そ
の
土

一
結
果
、
新
築
の
方
針
が
決
定
久
保
庭
工
場
跡
に
新
築
す
地
を
利
用
し
、
或
は
隈
渡
交

建
物
は
総
坪
数
約
百
四
十
坪
る
場
合
＿
換
貸
与
等
の
場
合
で
も
そ
の

の
耐
火
建
築
と
し
敷
地
は
現
1

県
道
に
面
し
た
場
所
に
建
一
価
値
が
高
い
。

在
の
役
場
の
敷
地
と
し
た
。
て
る
か
ら
そ
れ
以
前
の
価
一
村
民
の
特
さ
ん
、
こ
の
よ

こ
れ
が
た
め
役
場
の
襄
に
あ
値
の
低
い
面
の
士
地
が
約
―
う
な
経
過
を
た
ど
つ
て
只
今

っ
た
道
路
水
路
を
廃
し
て
敷
一
反
七
畝
余
る
。
i
新
庁
舎
は
建
築
中
で
す

0

新

地
に
編
入
し
、
更
に
そ
の
北

2

小
使
住
宅
を
別
に
新
築
し
「
村
の
象
徽
、
村
行
政
の
殿
堂

方
の
畑
六
畝
（
小
田
木
正
雄
な
け
れ
げ
な
ら
た
い
か
ら
が
築
か
れ
て
、
そ
こ
に
村
政

所
有
）
宅
地
七
畝
屠
田
良
約
二
十
五
万
円
か

A

る
。
一
が
議
さ
れ
、
村
民
え
の
サ
ー

雄
所
有
）
と
、
役
場
衷
側
の

3

役
場
と
公
民
館
を
同
一
人
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
そ
こ
か
ら

田
二
畝
一
歩
（
浦
野
喜
作
所
で
管
理
が
出
来
た
い
か
ら
村
民
の
幅
祉
が
も
た
ら
さ
れ

一
有
）
を
敷
地
と
す
る
た
め
、
小
使
を
別
に
傭
わ
た
け
れ
一
る
°
竣
工
の
日
を
御
待
ち
下

さ
き
に
購
入
し
た
久
保
庭
産
ば
な
ら
な
い
。
さ
い
。
（
総
務
課
）

役場庁合正面図
ｷｷ ----
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~
月
中
に
は
完
成
す
る
予
定
で

一
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も
箔
手
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

昭
和
三
十
年
度
ま
し
た
。
三
十
一
年
度
の
予

定
は
、
一
番
上
流
の
佐
貫
排

＇
進
捗
朕
態
良
好
成
を
魁
工
す
る
こ
と
に
な
る

ー
と
思
い
ま
す
・
何
故
佐
貰
排

明
和
士
地
改
艮
区
の
昭
和
あ
り
ま
し
て
、
全
面
積
一
千
一
水
を
施
行
す
る
か
と
い
う
に

旱
年
度
事
業
は
、
昨
年
十
一
町
歩
に
対
し
て
は
、
徽
々
た
一
こ
の
排
水
路
は
地
区
内
の
排

二
月
二
十
一
＝
日
、
本
村
の
荒
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
先
水
の
外
に
上
流
千
代
田
村
よ

井
忠
次
郎
氏
と
、
工
事
費
百
ず
最
初
の
工
事
が
極
め
て
順
り
、
加
用
水
に
流
れ
込
む
排

八
拾
拭
万
円
で
睛
負
契
約
が
罪
に
行
は
れ
る
の
で
、
前
途
水
を
谷
田
川
に
排
除
す
る
の

出
来
、
二
十
五
日
佐
貰
中
学
の
幸
先
艮
い
こ
と
が
思
わ
れ
で
、
先
ず
第
一
歩
は
、
他
村

校
庭
で
、
起
工
式
を
学
行
し
ま
し
て
喜
び
に
堪
え
ぬ
次
第
の
排
水
は
村
内
に
入
れ
ぬ
た

た
。
当
日
は
、
冬
に
稀
な
る
で
あ
り
ま
す
°
め
に
、
佐
頁
排
水
を
改
築
さ

好
天
気
に
患
ま
れ
笹
本
代
誤
県
営
事
業
の
実
施
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

士
、
飯
島
疹
議
院
議
員
以
↑
計
霊
進
む
り
ま
す
。
こ
の
費
用
が
、
大

多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
村
内
本
改
良
区
の
幹
線
工
事
を
略
二
千
万
円
近
く
な
る
の
で

の
有
志
併
せ
て
二
西
余
人
参
県
営
事
業
と
し
て
施
行
す
る
す
。
三
十
一
年
年
の
公
共
事

加
す
る
盛
会
で
あ
っ
た
。
エ
こ
と
は
、
既
に
認
可
に
な
り
菜
の
予
算
が
少
い
見
込
な
の

事
は
明
け
て
正
月
の
七
日
よ
三
十
年
度
に
実
施
設
計
歳
と
で
、
と
れ
を
獲
得
す
る
た
め

り
開
始
さ
れ
た
が
、
珍
し
く
し
て
七
拾
六
万
四
千
円
認
可
に
、
国
に
対
し
て
運
動
を
開

降
雨
な
く
、
箔
手
以
来
僅
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
宰
施
始
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
日
半
工
事
を
休
ん
だ
と
い
設
計
は
、
現
在
の
楠
承
水
溝

う
好
条
件
に
、
工
事
も
予
定
の
職
員
に
よ
り
昨
年
十
二
月

以
上
に
進
行
し
て
一
ー
一
月
中
に
に
現
在
の
測
鼠
を
終
了
し
て

は
完
全
に
終
了
十
る
見
通
し
そ
の
計
画
を
現
在
楠
の
職
負

も
藩
き
ま
し
た
。
本
年
度
施
の
外
、
県
耕
地
課
よ
り
応
援

行
面
団
は
僅
か
三
十
町
歩
で
が
一
一
一
名
京
て
設
計
中
で
、
―
―
―

臨
時
総
代
会
開

催
さ
る

本
改
良
区
の
組
合
員
総
数

は
一
、
五
八
七
名
の
多
数
で

あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
の
予

算
そ
の
他
、
重
要
な
こ
と
を

定
め
る
の
に
、
全
員
集
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

規
定
に
よ
り
、
租
合
員
よ
り

選
挙
さ
れ
た
総
代
が
、
六
十

人
居
て
、
こ
の
人
に
よ
っ
て

色
々
議
決
し
て
、
そ
れ
が
組

合
員
の
意
志
と
し
て
改
良
区

を
運
営
し
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
去
る
二
月
一
一
日
に
、

こ
の
総
代
会
を
開
き
ま
し
た

が
、
そ
の
議
決
事
項
の
主
た

る
こ
と
は
、
次
の
通
り
で
あ

り
ま
す
。

一
、
昭
和
―
―
―
十
年
度
追
加
更

正
予
算
議
決
の
件
、
こ
れ
は

前
に
記
し
た
通
り
、
県
営
事

業
が
一
＿
一
十
年
度
か
ら
事
業
開

姶
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
負
担

金
二
五
％
を
県
に
訥
入
し
な

く
て
は
た
り
ま
せ
ん
0

処
が

現
在
改
良
区
の
予
算
は
、
一

投
事
務
費
と
区
画
整
理
の
予

算
ぎ
り
な
い
の
で
、
県
営
の

分
だ
け
増
加
し
た
く
て
は
な

ら
な
い
わ
け
で
す
。
従
っ
て

予
算
が
増
加
す
る
の
を
議
決

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

二
、
組
合
費
徽
牧
の
件

前
の
蓮
り
予
算
が
増
加
し

3ことしの豫算のあらまし3
ー総額 2 千 7 百 9 3 万余円一

毎年四月から翌手：：：：月末までの一年間における村の牧入と支出の目標を定めたもの

を予算といいます。この予算は毎年三月十二日までに村の議会に提案してその誤決を

経なければなりません。そして役場では議会の議決を経た予算の範囲丙でいろいろの
施策を実行することになりますので、いわば村の一一年の大計ともいう・〈きものであり
ます。したがつて村で予算を精成することは一年で一番大きい仕事とされています。

ではt'としの村の予算はどうなつているでしようか。紙面の関係で細かい説明を省略

して次に表を掛げて見ます。 （桶務課）
オ入

、種別＿予算額p:j1 附 記

1 村 税 18.146.400•村民税固定資産税
自転車荷車税其他

2 地方交付金 7.530.ooo1雪魯こ交付される
噌謡悶奏 14,300 積立金利子

4 分担金及び 332_000 高袴分校分担金衛
負担金 • 生費分担金等

5 使用料及び 73,800 戸籍その他の手数
手数料 料

6 国庫支出金 641,700 国よりの交付金

7 県支出金 1.126.400県よりの交付金

8寄附金

9繰越金

,10雑収入

合

100 

1,000 前年度繰越金

173,000 雑牧入

計 127,939,600

オ出

種別

1議会費

2役場費

3消防費

紐木、費

5数育喪

6 計会及び労
佑施設費

、 1

7 保健衛生費

8 産業経済喪

9財査碧

10統計調査費

11選挙費 549-700塁塁誌び参院灯
12公債費 5M.100借入元利金返済費

1噂支出金 2.984-250 繰出金徽税費その
他

合計 27.939.600

た
の
で
、
そ
の
分
を
組
合
費

と
し
て
、
徽
牧
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
徽
牧
方

法
、
金
額
は
次
の
通
り
議
決

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

一
反
歩
当
田
が
、
六
二
円
、

畑
が
二
五
円
で
あ
り
ま
す
。

当
納
入
期
日
は
、
二
月
末
で

あ
り
ま
す
が
、
既
に
皆
様
に

お
願
い
致
し
て
あ
り
ま
す
が

改
良
区
の
運
営
の
た
め
御
協

力
を
お
願
い
す
ろ
次
第
で
あ

り
ま
す
。

=
=
、
監
事
選
挙
に
つ
い
て

本
改
目
区
の
監
事
は
一
＿
＿
名

で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
十
二

月
で
任
期
が
終
つ
て
お
り
ま

す
の
で
、
選
挙
い
た
し
ま
し

た
が
、
そ
の
結
果
、
坂
上
義

兵
、
鯉
沼
淳
一
、
育
山
猶
一
の

l＝
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

厘
画
整
理
費
徽
牧

方
法
に
つ
い
て

区
画
整
理
に
要
す
る
費
用

の
賦
課
方
法
は
昨
年
十
月
の

総
代
会
で
睾
決
し
て
十
二
月

に
納
入
し
て
戴
い
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
賦
課
方
法

が
撤
底
し
て
い
な
い
の
か
と

思
い
ま
す
の
で
説
明
致
し
ま

す
と
次
の
涌
り
で
あ
り
ま
す

区
画
堅
理
工
事
の
た
め
一

度
に
要
す
る
命
額
は
、
大
体

一
反
当
二
千
五
百
円
位
と
な

り
、
こ
れ
を
工
事
す
る
地
域

だ
け
で
負
担
す
る
こ
と
に
す

れ
ば
相
当
過
重
に
な
り
ま

す
。
改
良
区
は
千
町
歩
か
ら

で
組
織
し
た
相
互
扶
助
の
団

体
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

年
に
け
工
事
し
な
く
も
何
れ

は
工
事
す
る
の
で
あ
り
ま
す

が
、
毎
年
少
し
宛
出
し
て
頂

く
と
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
方
法
は
、
そ
の

年
の
工
事
費
の
九
0
％
を
、

そ
の
年
工
事
す
る
地
域
を
含

む
改
艮
匿
全
体
で
負
担
し
て

残
り
一
0
％
を
施
行
す
る
地

域
で
特
別
負
担
す
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
本
年
の
例
を
と

る
と
、
本
年
度
の
賦
課
金
七

五
万
円
で
、
そ
の
九
0
％
六

七
万
五
千
円
を
千
町
歩
で
負

祖
し
、
一
0
％
七
万
五
千
円

を
三
十
町
余
計
に
負
担
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
反

当
で
い
う
と
、
大
輪
の
施
行

地
域
は
一
反
当
田
が
五0
0

円
、
畑
が
二
0
0
円
、
そ
の

他
一
設
地
域
は
田
一
0
四
円

畑
四
二
円
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

方
法
は
唯
工
事
が
遥
く
な
っ

た
地
域
が
問
題
に
な
り
ま
す

が
何
と
か
謡
整
す
べ
く
色
々

に
研
究
中
で
あ
り
ま
す
か
ら

御
了
承
の
上
、
御
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。



(3) 昭和 3 1 年 5 月 1 6 日 明
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和 第
皆
さ
ん
、
最
近
は
何
処
の

町
や
村
父
1
1部
落
で
も
、
新

生
活
運
動
と
ゆ
う
こ
と
が
盛

ん
に
叫
け
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

特
に
新
聞
、
ラ
ジ
オ
等
で

は
宜
広
を
し
、
実
際
に
行
っ

て
居
る
状
況
を
写
真
報
道
し

て
わ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
昭
和
二
十
五

年
頃
か
ら
国
や
味
、
郡
等
で

取
上
げ
、
運
動
を
起
し
今
日

に
至
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま

す
。た

ゞ
ー
ロ
に
新
生
活
運
動

と
申
し
ま
し
て
も
、
非
常
に

範
囲
は
広
い
も
の
で
あ
り
ま

哨
す
が
、
特
に
今
日
農
村
と
し

て
取
上
要
望
さ
れ
る
点
は
、

台
所
改
善
、
結
婚
式
簡
素
化

廣
問
題
、
人
口
問
題
と
し
て
受

胎
謁
節
、
諸
会
合
の
時
間
励

行
等
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

こ
れ
等
は
、
い
づ
れ
も
今

後
農
村
経
済
の
動
向
を
考
へ

農
村
家
庭
経
済
の
向
上
、
文

化
生
活
の
計
固
、
な
い
し
は

村 ー
8
 
号

（写真説明） 結婚式モデル撮映の実況
右上 見合の塙面・・・・・・頬をそめて粗茶ですがどうぞ•••…
右下いよいよ結婚式…••一生一代の睛姿の着附
左上結婚式•…•三三九度の俄式…•盃き持つ手もかすかにふるえて
左下結婚式披露宴…••新郎新婦を正面に両親族が居並び簡

素な料理による宴がもようされる

股
家
の
主
婦
の
立
場
等
か
ら

見
る
な
ら
ば
、
欠
く
車
の
出

来
な
い
改
善
す
べ
ぎ
重
安
た

こ
と
が
ら
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
運
動
は
、
各
地
共

今
日
ま
で
七
体
は
婦
人
会
、

宵
年
団
等
が
協
力
し
て
先
進

地
の
視
察
、
講
演
会
が
行
は

れ
大
き
な
閲
心
を
以
つ
て
お

ら
れ
た
状
品
で
あ
り
ま
す
。

然
し
な
が
ら
他
面
、
経
済

的
の
問
題
も
あ
り
、
な
か
な

か
困
碓
な
点
も
多
い
の
で
あ

り
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
、
目
を
郡

内
に
向
け
て
見
て
下
さ
い
。

台
所
の
改
善
、
結
婚
式
の

貸
衣
裳
等
の
設
備
の
な
い
町

村
は
、
本
村
旧
1
一
地
区
の
外

旧
村
に
て
二
、
三
ケ
村
位
の

も
の
で
あ
り
ま
す
0

こ
ん
ど

本
村
に
於
て
も
、
西
部
婦
人

会
、
青
年
団
が
中
心
と
な
り

明
和
村
将
来
の
村
造
り
の
第

一
苦
手
と
し
て
、
結
婚
式
簡

素
化
の
問
胆
を
取
上
げ
、
研

究
の
為
会
合
を
重
ね
る
こ
と

新
生
活
運
動

ロ
．
~
佐
貫
地
区
て
結
婚
i

口

□
簡
素
化
モ
デ
ル
撮
映
二

数
回
に
及
び
、
い
よ
い
よ
主

人
方
や
そ
の
他
の
有
志
多
数

の
深
い
理
解
と
協
力
を
得
ま

し
て
、
農
村
に
ふ
さ
わ
し
い

結
婚
式
を
研
究
t
‘
料
理
、
開

度
品
、
式
場
等
、
各
方
面
か

ら
見
て
適
度
な
る
も
の
を
考

え
、
普
及
徹
底
を
図
り
、
御

袈
同
を
樽
実
行
に
移
し
た
い

念
願
か
ら
三
十
数
ケ
所
の
場

面
を
写
真
に
お
さ
め
完
成
を

見
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

何
卒
村
内
の
皆
様
に
も
一

度
御
g
年
を
戴
き
、
取
捨
選
択

の
上
雫
行
に
移
さ
れ
今
後
の

農
家
経
済
の
向
上
と
賤
村
文

化
生
活
の
一
助
と
も
成
り
ま

す
よ
う
御
協
力
お
願
い
致
し

ま
す
。
（
助
役
奈
良
圧
次
郎
）

ハエも蚊も
いない村に

蚊
の
い
な
い

村
、
ハ
ニ
の
い

な
い
町
が
で
き

た
。
こ
れ
は
外

国
の
話
し
で
は

な
い
、
日
本
の

村
や
、
町
で
あ

る
。
群
馬
県
新

田
郡
の
生
品
村

が
そ
の
一
っ
。

こ
れ
ら
の
村
で
は
、
夏
で
も

か
や
を
つ
る
家
が
な
く
な
り

蚊
と
り
せ
ん
こ
う
も
、
ハ
エ

叩
き
も
い
ら
な
い
と
い
う
。

一来る 5 月 25 日—
利根加用水土地改良謳綿代選暴

農業経営を合理化し農業生産力を発展さ

せる為め、土地改良事業及びこれに附帯す
る事業を行い、食糧増壼に寄与することを
目的とする利根加用水船代の選挙が、来る
ニャ五日午前八時から午後三時までに行わ

れます。区域及総代の数は、第四吝（旧佐

貫）十人。第六区（旧梅島）八人．第七区
（旧千江田）六人で、立候補制でない為投

票に因り選ばれます。選挙権は組合負（年
令に制限ないが未成年者は法定代理人）で

あれば有権者です。人格の立派た船代を選

拳致しましよう。（選挙管理委員会）

匿
長
さ
ん
一
部

改
選
さ
れ
ま
し
た

0
区
長

上
江
黒

下
江
黒

須
賀

石
川
源
次

柴
崎
末
次
郎

田
口
重
夫

ダ
ぶ
日
＇
が
終
．
心

戸
毎
に
一
人
は

赤
十
字
社
員
に

赤
十
字
運
動

五
月
一
日
1

三
一
日

とり々会負二つ よもず たさ しか認図を 必 き改要かぐおんおくななごた
りしの議者十た今役ぅい力みねん然まげめりな本ずみた善性げんそ赤乳卵くりとち赤
行き参負小J\庁度場 °なをなぽのしすてら約く村成ん゜をに 1ことろ痢のをな‘にはん
わる会区J11 日舎新庁＾い合さな理こ°‘れ三そで功な 計め生へしや拭うり牛睛安坊
れ中の 建午の築 総村せんり解れ 薬‘十うもすが るざ活りい‘はみ‘やが心は
までも笑設後起ナ舎務 1こて‘まあに 剤四万と今る本 よめの‘伝日ふ‘鶏馬だしよ
し厳とそ代：：：エる起課い‘ーせるは の月円‘年の気 う‘合こ染本え牛はほせてく
たしにの表時式こェッたハ戸ん活村 撒かの村はだで 1こ更理れ病脳‘や夏夏る田眠
°ゆ小他者よはと しェの°動民 布ら予議蠅°や なに化をの炎も山でやよ畑り
く雨の‘り四 1こ式 まもこ をの を夏算会や れ つ生のき数なち羊もせうの‘
に降人睾請月た し蚊ら 待皆 致にを 1こ蚊 ば て活必つはどろのよしにし親

言詞闘屑言贔言：命石
子崎

博
作

慎
一

-̂ 



昭和 81 年 5 月 1 5 日 明和

消
防
団
知
事
よ
リ
表
彰

廣 報 山
t
·

美
術
、
文
化
施
設
を
保
護
す

る
こ
と

3
 

第 1
ベ
（

故
に
文
化
財
に
つ
い
で
は
、

そ
の
も
の
の
古
き
歴
史
と
文

化
を
尋
ね
て
、
新
し
い
文
化

を
知
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
文
化
財
に
つ
い
て

は
、
そ
の
も
の
の
価
値
を
理

解
し
、
重
要
な
る
こ
と
を
知

り
、
そ
う
し
て
そ
の
保
腰
管

理
に
万
全
を
期
し
た
い
も
の

．
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
と
云
う
の
は
誹
社
我
が
明
和
村
に
お
き
ま
し

仏
閣
、
そ
の
他
の
建
造
物
、
て
も
、
現
在
あ
る
も
の
、
末

宝
物
、
仏
像
、
彫
刻
品
、
刀
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
文
化

飼
そ
の
他
の
武
具
石
砥
類
（
財
及
び
重
要
文
化
財
の
価
値

青
砥
石
、
板
碑
等
）
美
循
エ
＝
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の

品
、
樹
木
等
で
あ
り
ま
す
。
ー
が
、
発
見
さ
れ
ま
し
た
な
ら

其
の
外
有
形
無
形
に
か
A

一
ば
、
村
民
各
位
に
お
か
れ
ま

わ
ら
ず
文
化
財
と
し
て
の
価
ー
し
て
は
、
成
可
く
早
く
本
村

値
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
、
或
は
文
化
財

", .. 
j

9
9
,
;
,
'
"
,
9
`

i
'
卜
'
、
,
、
レ
，

9

n
m
uら苫
＇
告
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
＇

編
協
力
方
御
と
に
た
っ
て
お
り
主
す
。

$
°
若
し
偶
然
発
掘
さ
れ
た
場

ー
、"
.
rさ
い
ま
し
た
合
は
・
直
ち
に
埋
蔵
物
文
化

-
5
3
 祠

6ゞ
，
一
応
詞
査
を
い
た
し
財
届
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

ま
じ
て
、
そ
の
も
の
が
文
化
居
り
ま
す
。
発
掘
さ
れ
た
場

財
或
は
重
要
文
化
財
等
の
価
、
所
は
、
宅
地
、
田
畑
、
山
林

値
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
場
等
を
問
わ
ず
、
手
続
を
取
ら

合
は
、
県
文
化
財
保
護
委
員
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

会
及
び
県
激
育
委
員
会
等
に
り
ま
す
。

資
料
作
成
し
て
報
告
い
た
し
以
上
文
化
財
の
こ
と
に
つ

ま
す
。
若
し
文
化
財
と
し
て
い
て
、
簡
単
に
申
述
べ
ま
し

の
価
値
が
あ
り
ま
し
て
、
県
た
が
、
本
村
の
文
化
歴
史
と

指
定
又
は
国
の
指
定
を
さ
れ
名
誉
に
か
け
て
、
こ
の
よ
う

た
も
の
は
、
個
人
の
所
有
権
た
も
の
が
現
存
或
は
発
見
さ

は
あ
り
ま
し
て
も
、
県
及
び
れ
ま
し
た
な
ら
、
広
く
祀
会

国
で
保
護
管
理
さ
れ
ま
す
。
に
照
会
い
た
し
大
切
に
永
く

保
措
し
た
い
も
の
と
思
い
ま

す
。

昭
和
二
十
五
年
八
月
二
十
五

是
非
御
協
力
下
さ
い
ま
す

日
文
化
財
保
護
法
が
施
行
さ

よ
う
切
望
い
た
し
ま
す
。

れ
ま
し
て
、
埋
蔵
物
、
た
と

え
ば
古
墳
或
は
、
言
伝
等
あ

つ
て
、
何
か
埋
蔽
物
等
が
あ
（
群
馬
県
文
化
財
明
和
村
謂

る
と
思
わ
れ
る
場
所
を
発
掘
査
連
絡
員
森
尻
重
作
）

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
発

掘
着
手
の
日
よ
り
―-
H
'日
前

県
文
化
財
保
腰
委
員
会
に
報

団
と
本
村
の
二
消
防
団
に
て
常
に
訓
練
に
精
進
し
、
こ
の

消
防
団
と
し
て
は
栄
誉
こ
の
栄
誉
を
り
け
た
も
の
で
す
。

上
な
い
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
、
こ
の
名
誉
を
け

こ
れ
は
偏
に
消
防
団
員
の
が
さ
ぬ
よ
う
団
員
一
同
な
お

不
断
の
努
力
の
賜
も
の
に
て
一
層
の
努
力
を
茎
む
次
第
で

団
長
以
下
各
役
員
指
揮
の
下
す
。
（
総
務
課
）

去
る
五

月
―
―
一
日
の

憲
法
発
布

畔□昇
云
：
島
中
校
舎
落
成
一

か
ね
て
一
月
十
日
落
エ
以
家
事
も
顧
り
み
ず
鋭
意
工
事

規
律
、
訓

来
鋭
意
工
事
を
急
い
で
居
つ
の
全
責
任
を
感
じ
監
督
に
当

練
、
消
防

た
梅
中
校
舎
は
、
郡
内
で
も
ら
れ
た
寮
郡
朝
一
氏
、
市
川

施
設
等
径
一一

そ
の
近
代
的
磁
秀
を
誇
る
立
茂
助
氏
及
び
工
事
施
行
に
労

秀
の
旨
を
＿派

な
校
舎
が
、
村
民
各
位
の
力
奉
仕
せ
し
梅
中PT
A

に

も
つ
て
、
一一

尽
力
に
よ
り
漸
く
落
成
し
、
対
し
感
謝
状
の
賭
呈
、
来
賓

知
事
よ
り

一
五
月
九
日
来
賓
多
数
参
列
の
の
祝
辞
が
あ
り
無
事
終
了
し

表
彰
を
受

一
も
と
に
盛
大
に
竣
工
式
を
挙
た
。
総
務
課
）

け
た
。
と

―
行
し
た
。

の
た
び
の
一

表
彰
は
群

馬
県
下
に
一
式
は
村
長
の
挨
拶
に
姶
ま

於
て
、
利
一
り
建
築
に
尽
ば
ら
れ
た
栗

根
郡
月
夜
原
建
設
、
根
本
建
築
技
師
、

野
町
消
防
一
並
に
蓮
日
工
事
監
替
と
し
て

百
米
な
り
千
米
な
り
完
走
や
、
わ
か
り
方
が
運
い
の
で
児
で
は
な
く
、
たr
遁
い
だ

す
る
力
は
あ
っ
て
も
、
完
走
あ
る
。
生
れ
な
が
ら
の
劣
等
け
で
あ
る
。
こ
の
運
い
子
供

に
要
す
る
時
間
に
は
遁
速
（
児G
れ
つ
と
う
じ
）
と
い
う
が
学
校
で
も
家
庭
で
も
劣
等

ち
そ
く
）
の
差
が
あ
る
。
学
児
扱
い
に
さ
れ
る
こ
と
は
誠

習
に
於
て
も
そ
れ
と
同
じ
で
兎
と
亀
に
氣
の
毒
な
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
。
記
憶
（
お
ぽ
え
）
の
先
生
も
親
た
ち
も
こ
の
歩
み

早
い
も
の
、
運
い
も
の
、
理
の
は
少
い
の
で
、
頭
が
悪
い
の
の
ろ
い
亀
さ
ん
の
指
導
に

解
（
わ
か
り
）
の
早
い
も
の
と
い
わ
れ
る
子
供
は
、
い
わ
万
全
を
期L
て
頂
き
た
い
と

運
い
も
の
が
あ
る
。
頭
が
悪
ゆ
る
湿
進
児
（
ち
し
ん
じ
）
思
う
。
C
小
学
一
年
生
の
入

い
の
で
な
く
て
、
お
ぽ
え
方
と
い
う
の
で
、
決
し
て
劣
等
学
に
際
し
て11
教
育
長
）

〇
梅
中

転
出炉仝

0
佐
中

異
動
な
し

0
村
政
意
見
の
投

書
に
答
え
て

明
る
い
平
和
な
、
力
強
ぎ

発
展
を
望
む
貴
殿
の
真
懇
た

真
心
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
さ
に
貴
殿
の
述
べ
る
如
く

国
の
政
治
も
村
の
政
治
も
、

国
民
の
村
民
の
為
の
政
治
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
権

在
民
は
民
主
政
治
の
根
本
原

理
だ
。

誠
に
残
念
で
す
が
匿
名
の

も
の
は
広
報
紙
に
取
り
上
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で

悪
し
か
ら
ず
御
了
承
願
い
ま

す
。
な
お
役
埠
庁
舎
に
つ
い

て
は
一
面
に
掲
載
致
し
ま
し

た
。 仝 戻仝

0
千
中

転
出

仝 転
入

仝 仝新
任

〇
梅
小

転
出

転
入

0
佐
小

転
出

小
島
幸
助
（
梅

中
へ
）

秋
野
徳
一

(
9
)
.

川
村
貞
一
郎
（
梅
i

中
よ
り
）

H
藤
精
進
（
梅

中
よ
り
）

川
村
貞
一
郎
（
千

中
こ

工
藤
精
進
（
仝
）

I

小
島
幸
助
（
千
中
i

よ
り
）
―

秋
野
徳
一
（
仝
）

小吉田大小石田早
よ氷郡谷へ崎市乙
り• X ツヘ女
I...'なり泉 ツ武
かツ一節夫

^ ̂  ̂  ̂  千新千太
し'-' ’')9Ul｀に 9、し 99へ＇↓し .' し人 ＇し

後
藤
よ
ね
（
板

西
小
へ
）

鑓
田
フ
ミ
（
富

小
よ
り
）

【
魯
艤
暴
コ
―
i

0

管
内
小
中
学
授
教
i
,

員
異
動
に
つ
い
て

0
千
小

退
職

仝転
出

多
田
富
士
子

小
松
原
礼
子

吉
永
な
か
G
佐
小

へ
）

転
入
江
森
テ
ル
子
（
板

＇
西
小
よ
り
）

石
碕
節
（
佐

小
よ
り
）

多
田
英
男
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明

予
約
で
築
く
豊
か
な
農
村

今
す
ぐ
予
約
を
農
協
へ
”
"

米
の
事
前
売
渡
申
込
制
度

も
い
よ
い
よ
オ
ニ
年
目
、
こ

と
し
は
昨
年
よ
り
一
カ
月
も

早
く
、
さ
る
六
月
十
八
日
か

ら
受
付
が
、
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
作
柄
は
ま
だ
予
断
を
許

報
し
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
も
か

ヽ
わ
ら
ず
予
約
の
す
ぺ
り
だ

し
は
き
わ
め
て
好
調
で
す
。

廣
昨
年
は
全
農
業
団
体
を
あ
げ

て
の
予
約
推
進
と
農
家
の
熱

心
な
協
力
が
さ
ら
に
空
前
の

大
豊
作
と
い
う
天
の
恵
み
を

村
う
け
て
す
ば
ら
し
い
成
組
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
こ
と
し
も
各
集
荷
団
体

和
の
集
荷
目
標
は
政
府
の
当
初

予
定
を
上
ま
わ
る
ほ
ど
の
熱

第 ー ヽ
r 号

刷
自
下
牙
三
次
自
衛
官
募
集
中

所印
一
防
衛
庁
て
は
、
こ
と
し
に
な
つ
て
牙
三
回
[

藤
一
目
の
自
衛
官
の
募
集
を
行
つ
て
い
ま
す
。

I

一
採
用
予
定
人
員
は
ー
陸
上
約
ー
ニ
‘
-
O
C

i

一
名
、
海
上
二
0
0
名
、
航
空
五
0
0
名
i

斎所
一
申
込
み
は
八
月
末
日
ま
て
、
詳
細
は
役
湯

刷
一
て
お
尋
ね
下
さ
い
。-

·
n
.
S
●
重
●

a
-
·
n
m
-
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印
血

か
な
け
れ
ば
食
粒
笞
理
の
方
る
が
、
十
月
一
日
に
任
命
さ

式
は
さ
ら
に
根
本
か
ら
変
史
れ
る
新
委
員
の
仔
期
は
次
の

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ
ろ
よ
う
に
な
る
。

う
と
い
わ
れ
、
各
農
業
団
体
イ
、
万
人
の
場
合

と
し
て
も
こ
と
し
は
予
約
制
四
年
が
一
一
人
、
三
年
が
一

に
よ
っ
て
農
民
の
利
益
を
守
人
、
一
一
年
が
一
人
、
一
年

意
に
も
え
て
お
り
、
好
成
績
り
ぬ
く
決
定
的
な
年
て
あ
る
が
一
人

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
と
し
て
全
力
を
あ
げ
て
届
り
口
、
三
人
の
場
合

も
し
万
一
こ
れ
が
う
ま
く
い
ま
す
、
御
協
力
下
さ
い
。
四
年
が
一
人
、
三
年
が
一

人
、
一
一
年
が
一
人

．
こ
の
任
期
は
村
長
が
き
め

®
昭
和
三
十
一
年
産
米
予
約
集
荷
目
標

4
委
貝
過
半
数
が
同
一
政
党

地
区
名
一
繹
麟
腎
畔
麟
靡
塁
謬
「
”
期
待
数
岱
る
。

千
江
田
二
、
六
六
九
石
一
、
九
六
互
石
二
、
0

三
七
石
に
所
属
す
る
者
で
栴
成
さ

梅
島
二
、
一
四
二
石
一
、
八
一
三
石
一
、
八
八

0
石
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

佐
貰
―
-
、
八
六
四
石
二
、
五
五
八
石
―
i
、
六
五
二
石
る
。

計
七
、
六
七
五
石
六
、
―
―
―
―
―
一
六
石
六
、
在
六
九
石
5
委
員
は
議
会
の
議
員
、
村

長
、
村
の
執
行
機
関
と
し
て

申
込
ん
だ
人
に
は
こ
ん
な
卜
き
ま
す

0

置
か
れ
る
委
員
会
の
委
員
、

ク
が
あ
る
•
平
年
作
の
見
栢
り
で
今
す
監
査
委
員
、
村
の
常
勤
の
転

H
税
令
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ぐ
申
込
ん
で
下
さ
い
。
員
と
兼
ね
る
こ
と
が
出
来
な

⇔
奨
励
金
が
石
当
り
百
円
加
（
産
業
課
）
い
。

箕
さ
れ
ま
す
。
ヽ
牙
二
十
四
国
6
委
員
は
政
党
そ
の
他
の
政

讐
当
り
一
一
千
円
の
概
算
金
十
“
会
で
成
立
し
た
治
的
団
体
の
役
員
と
な
り
、

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
た
「
地
方
教
育
行
又
は
栢
極
的
に
政
治
活
動
を

減
額
補
正
は
合
理
的
に
で
政
の
組
紘
及
び
し
て
は
な
ら
な
い
。

ま
っ
迎
営
に
関
す
る
7
委
員
長
は
委
員
会
を
代
表

ー
変
誓
」
は
六
月
す
る
こ
と
に
な
り
、
議
長
の

度
＝
一
十
日
に
公
布
求
め
に
よ
り
議
会
に
出
席
し

ぅ
て
説
明
が
出
来
る
。

制
‘
さ
れ
た0

全
面
8
会
議
そ
の
他
議
事
の
運
営

委
と
『1

3ロ冒□
に
つ
い
て
必
要
な
こ
と
は
委

員
会
視
則
で
定
め
る
。

る
が
一
部
分
は

数
公
布
の
日
か
ら
9
教
育
長
に
つ
い
て
は
特
別

施
行
さ
れ
る
•
の
資
格
の
視
定
が
な
く
な
り

旧
法
に
よ
る
委
員
は
六
月
三
市
町
村
で
は
原
赦
委
の
赤
認

十
日
か
ら
新
法
に
よ
る
委
員
を
得
て
委
員
の
内
か
ら
委
貝

に
切
替
え
ら
れ
、
九
月
三
十
会
が
任
命
す
る
。
従
っ
て
委

日
ま
で
在
任
し
、
従
来
通
り
員
の
任
命
に
当
つ
て
は
、
予

の
瑕
務
権
限
を
行
使
す
る
。
め
教
育
長
と
し
て
適
任
で
あ

従
っ
て
十
月
一
日
に
は
村
長
り
そ
の
転
務
の
遂
行
が
可
能

が
議
会
の
同
意
を
得
て
新
委
で
あ
る
も
の
を
加
え
て
訳
＜

員
を
任
命
す
る
。
必
要
が
あ
る
。
な
お
現
に
教

さ
て
改
正
の
要
点
は
育
長
を
兼
務
し
て
い
る
助
役

1

委
員
の
定
数
は
府
県
む
市
は
昭
和
三
十
二
年
三
月
三
十

町
村
も
万
人
と
な
る
°
但
し
一
日
ま
で
委
員
外
の
教
育
長

町
村
で
は
条
例
の
定
め
る
と
と
し
て
在
任
出
来
る
。
こ
の

こ
ろ
に
よ
り
一

1一
人
と
す
る
こ
場
合
で
も
十
月
一
日
に
は
改

と
が
出
来
る
0

め
て
任
命
す
る
。

2
委
員
は
村
長
が
議
会
の
同
1
0教
育
財
産
の
取
紺
及
ぴ
処

意
を
得
て
任
命
す
る
。
分
、
教
育
事
務
の
た
め
の
契

3

委
員
の
任
期
は
四
年
で
あ
約
、
牧
支
の
命
令
等
は
村
長

米
の
予
約
は

済
み
ま
し
た
か

鑓専人
発行人

発行所明和村役場

和田実
奈良庄次郎

の
権
限
に
移
さ
れ
、
委
且
会

の
予
算
送
付
椛
は
な
く
な

る
0

財
産
の
符
珊
権
は
委
員

会
に
残
る
。

1
1
限
費
負
担
の
教
転
因
の
任

免
は
市
町
村
教
委
の
内
申
を

ま
つ
て
県
教
委
が
行
う
。

1
2文
部
大
戸
及
び
県
教
委
並

に
教
育
長
は
市
町
村
敦
委
を

指
辺
助
言
し
又
は
平
析
の
一

部
を
委
任
し
、
委
仔
れ
代
の

執
行
に
つ
い
て
桁
抑
監
瞥
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
要
す
る

に
文
部
大
臣
と
貼
教
委
の
怖

限
が
大
巾
に
拡
大
さ
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
制
度
は
大

分
変
っ
た
け
れ
ど
も
、
数
育

の
韮
要
性
は
変
ら
な
い
の
で

あ
る
か
ら
村
民
各
位
の
良
識

と
塙
力
に
よ
っ
て
木
村
の
教

育
が
一
段
と
前
進
す
る
こ
と

を
念
願
す
る
。

（
教
育
長
）

私
達
の
人
権
を
守
ろ

人
権
擁
護
委
員

®
人
権
擁
淡
委
員
は
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
で
し

よ
う
•

人
権
侵
犯
巾
件
を
発
見
し

た
揚
合
、
あ
る
い
は
府
接

人
杯
侵
犯
中
件
の
相
談
を

受
け
た
場
合
に
、

一
、
自
ら
市
実
を
糾
脊
し

て
、
侵
犯
者
に
旗
接
勧

告
（
注
窓
）
す
る
。

二
、
法
務
局
人
枡
擁
護
課

（
又
は
支
局
）
に
迎
絡

し
、
被
叩
者
に
法
律
k

の
助
言
を
し
た
り
、
閣

合
に
よ
っ
て
は
、
共
l
n
l

凋
杏
の
上
、
侵
犯
者
に

対
し
勧
告
（
汁
ふ
）
侶

発
等
を
す
る
。

三
、
其
の
他
必
要
に
よ
り

新
聞
、
ラ
ジ
オ
肉
の
報

迫
機
関
を
通
じ
、
製
論

を
喚
起
す
る
。

等
大
休
以
ヒ
の
こ
と
を
取

り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

t
t
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旧 理内はす力のつが御問に区：月］ と水 るうん給々耕 あも‘°助し御体まりに皆‘°し御ま予十
永兵に千°し灌て‘助題つ の°なす必地 り必そにて参にしま水さ予上配し防砥楽 衛あ代 て漑‘漸言にきの水 存均 がこにる要に ま要れ な‘考関ですにん防 げ意て組改
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つ別と地は‘ーとは な市り理館 で事環通‘ 福 光り水いま一 つ一期期 0 は 一＝ま囲谷千佐
てはしはそ賦期な一 つ及ま者林 あ業とりそ音〖う； = 章 淳太まのます年 て‘＾二円‘ 面天すと‘江貫
を‘ま二の課五つ反 てびすは市 りをし‘れ 面綴ー好一郎す役すと度 い七十五＾田 歩名°な六田‘
り八す分ま基月て当 い郡°遠内 ま‘て邑は °員°次の ま九ー 0 十ー と‘組つ郷‘梅

かるに根のる 昭和31 年度邑楽水害予防組合オ入オ出予算 な一昭 昭和31 年度牧支予算書
も時狭川水'-.., っ‘和
知にめ‘害私災 オ 入 （円） オ 出 （円）て七三 牧 入 （円）
れ水ら北を達害 (1) (1) し、四十 (1) IJ O歩負担 (1) 
な魔れに想はは 組合費 14.no.486 館林市．邑楽郡管理費 2,336,100転員給需用費等まー一 組合費 4.374.000822町反 450円 事務費
いに‘渡起終忘． 市町村反別割金 す‘年 9 歩ヽ
宿お何瀬し戦れ (2) ゜二度 ］ 40町 405 1(2) 

魯虐門閾贔霞繭 (2)財産牧 9.8.961 変霞所依託料． 会議費 303.4001塁嬰悶鷹•需用 ば 認‘ 360 (3)選挙費 44.000 総代選挙費
なれか河にのに 入 その他 (3) 円額 (2) 維持管 1.145.600水路．樋管．橋梁l
士るな川利あ来（3) 箸備費 3,631,000 水防2.92万円 とは 財産牧 200 理費 堰堤維持費
すのに土り、地 使用料 3,000 電話使用料．そ 事業促進．．河川i;「― 入
本るか‘地を及手数 の他 改修7)万円 たよこ (3) 災害復旧費 幹線水路災害復l
村次る穀改併ヽ 料 (4) どうれ 補助金 5,125,000 県補助50万円の (4)事業費 12,500,000 旧費．取入口改
関オ‘倉良せ永 (4) 邑楽士地改良区 諸税負 3.830,005 楠木承水溝土地＇ん r ら 65% 修費．2ケ年計画
係で御邑をて久寄附金 991,705 分担寄附金．そ担 改良事業地元負な費の 土地改良事業費 の1ヶ年分

翠炉魯｀菜 (5) \の他 5) 担金 事わ組 閲2百万円の40
防まを楽‘ム圭 繰越金 1,000,000前年度繰越金 諸費 3.401.827 公金取扱費 !o4l t旦畠 (4) (5)財産費 200 
組すお土名扁り、 万円．選挙費． 行いヵ； 雑牧入 3,103,000 邑楽水害予防組 (6)
合°願建実発ら (6) 雑支出等 っるヽ 合より 2 百万円区債及 2,150,000償還金
のい設共の守雑牧入 623,000 利子及空俵等不 (6) てかど その他 借入金

用品払下代 機場費 2.860.200 オー機場81万円 (5) け）負担金 501,000 耕地協会．その
ヽヽ組常す役（7) オニヽ． 205万円いそい 区債及 6.046.000 農林漁業資金 及寄附 他の負担金

合任°員 県補助 400.ooo (7) fのる 借入金 地元負担金の約金
会委は金 組合債 4.538.620元金2.R2万円しミあが 70% 5.045万円 (8)補助金
議員次 返済 利子172万円とらヽ 借入金 1 百万円
員の（8) 昭和31年度楠木 存ま予 (6) (9)諸費

園久 斎 諸 組合債 2,904,000 承水溝土地改良 (8) じし算 繰越金 30,000 
保荒藤氏 事業地元分担金予備費 50,000 まをを
部庭川で 充当のため借入 す御通
仁光ぁ 合計 20.951.152 20.951.]62 °了じ l 合計 |18,672,200

竺五盈 ; 畠又

組
合
費
の
費
途
と

そ
の
事
業
計
画

予
算
L
L研
見
仁

利
根
加
用
水
マ
）

水
害
予
防
組
合

l親
-
l蔓便
l
"
l利根加用水土地改良区

支出（円）
俸給給料．探―喪

sos.2001備費．消粍品．総
代会費

|(10)予備費

500.000 幹線水路以外の
補助金

~62.960 徴牧交付金．滞
納処分費

610.340 

合計 118.672.200 

I 



七
月
十
二
日
、
区
長
、
衛

生
部
長
、
婦
人
会
、
青
年
団

幹
部
約
百
名
、
厚
生
省
よ
り

環
境
衛
生
優
良
モ
デ
ル
村
と

し
て
表
彰
せ
ら
れ
た
。
埼
玉

県
北
埼
玉
郎
大
利
根
村
杓
子

木
部
落
を
視
察
、
蚊
も
蠅
も

居
な
い
の
に
一
同
驚
い
た
。

日
午
前
七
時
三
十
分
、
二
班
に

0

別
れ
、
一
班
は
昭
和
橋
集
合

1

二
班
は
千
津
井
渡
船
場
に
集

月
合
し
‘
約
午
前
八
時
銀
輪
を

8

つ
ら
ね
て
出
発
し
た
．

年
全
員
が
大
利
根
村
豊
野
公

1

民
館
に
集
合
終
っ
た
の
は
、

3

十
時
ち
ょ
っ
と
過
ぎ
、
大
利

和
根
役
場
よ
り
豊
野
出
張
所
長

衛
生
主
任
、
加
須
保
健
所
員

出
席
、
約
一
時
間
半
に
わ
た

昭

り
環
境
衛
生
の
実
態
に
つ
い

て
説
明
を
聞
く
。

）
昭
和
二
十
六
年
挫
野
村
に

3

集
団
赤
痢
発
生
、
死
亡
者
も

相
当
出
た
の
で
、
村
民
間
に

( 
明 和 村

こ
ん
ど
地
方
税
法
の
一
部

改
正
す
る
法
律
が
施
行
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
六
月
一
日

か
ら
軽
油
を
引
取
る
（
買
受

等
）
場
合
れ
の
軽
油
に
特
別

徴
牧
に
よ
っ
て
、
軽
油
引
取

税
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

然
し
農
業
を
営
む
者
が
次

の
用
途
に
使
う
場
合
は
定
め

ら
れ
た
手
続
を
と
る
こ
と
に

よ
っ
て
免
税
と
な
り
ま
す
。

次
に
掲
げ
る
機
械
の
動
力

源
の
用
途

①
耕
う
ん
、
整
地
、
除
草
、

中
耕
及
ぱ
牧
穫
の
用
に
供
す

る
動
力
耕
う
ん
機
及
び
ガ
ー

報
デ
ン
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
、
そ
の

他
の
耕
作
用
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー

（
主
と
し
て
主
要
農
産
物

菜
、
麦
、
甘
藷
、
馬
鈴
薯

廣
及
び
雑
穀
を
い
う
、
以
下
同

じ
L
J
の
生
産
の
用
に
供
す
る

も
の
に
限
る
）

②
栽
培
管
理
の
用
に
供
す
る

第 ー
4
 
号

動
力
噴
霧
機
及
び
か
ん
が
い

排
水
機
（
主
と
し
て
主
要
農

作
物
の
生
産
の
用
に
供
す

る
）
も
の
に
限
る
。
·

③
脱
穀
調
整
の
用
に
供
す
る

脱
穀
機
、
も
み
す
り
機
。

囮
喪
畜
の
用
に
供
す
る
飼
料

裁
断
機
、
飼
料
粉
砕
機
及
び

飼
料
配
合
機
。

〇
免
税
の
手
続

①
知
事
に
「
免
税
軽
油
使
用

者
証
」
の
交
付
を
申
請
し
「

使
用
者
証
」
の
交
付
を
う
け

る
。

②
「
使
用
者
証
」
所
持
者
は

軽
油
の
引
取
を
行
は
う
と
す

る
場
合
、
知
事
に
「
使
用
者

証
」
を
提
示
し
て
「
軽
油
引

取
税
免
税
証
」
の
交
付
を
申

請
し
、
そ
の
交
付
を
う
け
、

こ
れ
を
も
つ
て
、
免
税
軽
油

を
引
取
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
申
請
は
出
来
る

だ
け
十
八
立
を
下
ら
な
い
母
一

こ
れ
で
は
な
ら
ぬ
、
何
ん
と

か
し
な
け
れ
ば
と
ゆ
う
気
運

が
高
ま
り
、
た
ま
た
ま
加
須

保
健
所
の
指
渫
も
あ
り
、
こ

こ
に
環
境
衛
生
モ
デ
ル
部
落

が
出
現
し
た
。

最
初
は
経
費
も
村
予
算
の

十
三
％
余
を
支
出
し
、
薬
剤

を
徹
底
的
に
撤
布
、
蠅
や
蚊

の
発
生
源
た
る
ウ
ジ
や
ポ
ー

フ
ラ
の
駆
除
に
全
力
を
あ
げ

る
と
共
に
、
便
所
設
備
の
改

善
、
下
水
の
処
理
、
堆
肥
場

畜
舎
の
ウ
ジ
の
撲
滅
に
村
民

一
致
協
力
し
、
蚊
と
蝠
の
居

な
い
村
が
出
来
た
。

方
法
、
ウ
ジ
の
駆
除
と
し

て
、
便
所
、
溜
等
に
蓋
を
作

る
。
各
人
が
手
製
に
て
便
壷

や
溜
に
蓋
を
作
り
、
蠅
の
浸

入
を
防
ぎ
、
用
便
後
は
必
ず

薬
剤
を
撤
布
す
る
。
堆
肥
湯

畜
舎
等
は
十
日
目
毎
に
六
月

よ
り
九
月
の
間
オ
ル
ソ
ー
剤

蚊
も
蠅
も

居
な
い

村
を
尋
ね
て

税
率
ー
軽
油
ド
ラ
ム
錆

一
本
に
千
一
ー
百
円

、
'
,
'
4

新
し
い
軽
油
引
取
税

を
撤
布
、
蚊
に
つ
い
て
は
ホ

リ
ド
ー
ル
を
田
の
撤
布
と
同

時
に
ボ
ー
フ
ラ
の
発
生
場
所

ヘ
撤
布
。

尚
小
学
生
に
よ
る
防
除
班

を
縞
成
、
各
戸
に
付
便
所
、

堆
肥
場
、
畜
舎
等
へ
薬
剤
の

撤
布
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
の

は
、
生
活
困
窮
者
（
生
活
扶

助
者
）
の
家
庭
に
て
、
四
本

柱
の
堀
立
小
屋
の
便
所
に
さ

え
完
全
な
蓋
が
あ
り
、
家
の

周
囲
も
竹
林
の
中
ま
で
清
掃

粒，促）ぎ斤 困

の
行
き
届
い
て
居
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

結
極
薬
剤
も
必
要
だ
が
村

民
各
位
の
一
致
協
力
の
精
神

が
蚊
も
蝿
も
居
な
い
村
を
作

っ
た
事
を
痛
感
し
た
。

尚
蠅
の
絶
対
に
入
ら
な
い

改
良
便
所
を
試
作
、
経
費
も

僅
か
で
す
み
、
同
村
に
て
大

変
普
及
し
つ
つ
あ
る
由
。

伝
染
病
を

防
ぎ
ま
し
よ
う

さ
る
七
月
二
十
六
日
大
字

口栢浙視
江
口
よ
り
’
赤
痢
病
患
者
ニ

名
発
生
、
館
林
伝
染
病
院
に

牧
容
し
ま
し
た
が
八
月
六
日

に
全
快
退
院
致
し
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
が
、
伝
染
病
の
一
番
危
険

な
時
期
で
す
。
お
互
に
充
分

注
意
し
て
、
伝
染
病
を
防
ぎ

ま
し
よ
う
。

1

暴
飲
、
暴
食
し
な
い
こ

と
。

2
夜
寝
冷
え
し
な
い
こ
と

3

食
前
に
必
ず
手
を
洗
う

こ
と
。

4
伝
染
病
菌
を
撒
き
ち
ら

す
蜘
を
た
い
じ
す
る
こ
と

4

盈
＂
糾
'
­

,
 
.. 

I
 

土
管
式
便
所
構
造
園

昭和30年度の納税紐合別滞納額調

＝徴牧率芦翡塁越分 ；謬｝96%=
……差押処分→公 売 ヘ・・・・・・

村税につきましては常々格別なる御協力に預り厚く御礼申し上げます。

昭和31年度も 5 月 31 日を以つて出納閉鎖となり．村税の徴牧率は現年度

及び滞納繰越分を合せて96％の成績をおさめましたoあとーガもんばりとい
う所です．皆さん方の御協力にかヽわらずまだ次の通り滞納があります。

是非共早急に完納下さるよう切望します。御参考までに滞納額を掲げます

納税組合別滞納額調 (7月 6 日現在）一昭和30年度以前炉村税一

組合名 l 人且］滞納額 C円）1 組合名 1 人り＼）！滞納額 C円）
大 , 41 JSO. 741 I 篇 谷 14 66,163 
須 15 45.116 大島 27 262,118 
川 17 2R,074 I 上江黒 16 51.772 
大佐 悶 9 86 . 683 ] 悶 黒 4 10,092 
矢 28 101. 74;1田 21 34,257 
入ケ谷 2 560 ！千津井 2 b.760 
新里 10 126.625 I 江口 15 24,776 
梅原 3 11.409 田島 7 14.692 

合 計 231人 1.049.380 

納期日を遅れますと．日歩 3 銭の延滞金と外に督促手数料．延滞加算金
等余分に徴牧されますから税金は是非とも納期内（出張徴牧日） に御納
入下さるようお願いします．
税についての御相談は御遠慮なく税務課へお申出下さい．

（
税
務
課
）

に
す
る
こ
と
0

免
税
申
請
し
よ
う
と
す
る
鑑
持
参
の
上
御
申
出
下
さ

◎
免
税
申
請
し
よ
う
と
す
る
方
は
、
地
方
事
務
所
の
税
務
い
。

方
は
、
地
方
事
務
所
税
務
課
課
で
申
請
書
等
取
そ
ろ
へ
説

ヘ
'
•
明
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
、
印

し
i



、
、し
ょ
し

よ
水
泳
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、

水
泳
の
際
に
お
ぼ
れ
た
人
は

も
ち
ろ
ん
、
ガ
ス
中
街
、
電

気
シ
ョ
ソ
ク
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
場
合
の
呼
吸
停
止
に
は
、

人
工
呼
吸
を
施
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
一
回
に
わ
た
っ

て
お
話
し
す
る
人
工
呼
吸
は

ニ
ル
セ
ン
と
い
う
デ
ン
マ
ー

ク
人
が
考
案
し
た
も
の
を
改

日

良
し
た
も
の
で
、
最
新
最
良

。

の
方
法
で
す
。

1
 

誰
で
も
覚
え
て
お
い
て
、

月

し
さ
と
い
う
と
き
役
立
た
せ

8

、
.

年
ま
し
よ
う
。

ー
と
こ
ろ
で
呼
吸
停
止
と
死

亡
の
関
係
を
調
べ
て
み
る
と

0
3
 

和
呼
吸
停
止
後
一
分
以
内
な
ら

昭
ば
、
人
工
呼
吸
で
九
五
％
、

三
分
で
は
七
五
％
、
四
分
で

は
五
0
%
、
石
分
で
は
二
五

％
し
か
助
か
り
ま
せ
ん
。
. 

明 和 村

県
営
事
業
愈
々

着
手
の
見
込

本
村
土
地
改
良
の
基
本
と

醗
な
る
県
営
申
業
は
楠
承
水
溝

4

の
事
務
所
が
本
地
区
の
実
施

設
計
を
担
当
し
、
昨
年
末
よ

ー

り
原
沢
所
長
以
下
の
方
々
が

第
こ
れ
に
日
夜
没
頭
さ
れ
た
結

果
五
月
末
完
成
し
目
下
農
林

省
に
提
出
し
て
あ
り
ま
す
。

六
月
の
末
理
事
長
以
下
殷
林

省
に
行
き
事
情
を
聞
い
た
処

` 
―
―
一
十
年
度
に
新
視
採
択
さ
れ

た
地
区
は
三
十
余
あ
る
が
、

―
二
十
一
年
度
か
ら
予
算
が
つ

い
て
着
工
し
得
る
の
は
僅
か

八
地
区
位
の
由
で
、
そ
の
中

に
本
地
区
も
入
っ
て
い
る
そ

う
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
本

地
区
は
こ
の
冬
よ
り
愈
々
開

報
始
さ
れ
、
本
年
度
は
上
流
部

の
佐
貫
排
水
路
を
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
0

唯
予
算

廣
が
初
年
度
の
事
で
少
い
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
す

の
で
八
方
手
を
尽
し
て
増
額

(4) ま
＇

の
運
動
を
し
て
居
り
ま
す
。

県
営
事
業
の
詳
細
の
内
容
は

後
日
の
機
会
に
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

区
画
整
理
事
業

予
算
割
当
決
る

三
十
一
度
の
区
画
挫
理
事

業
の
当
初
予
算
は
六
月
初
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
開
始

さ
れ
た
西
部
地
区
は
四
0
0

万
円
、
東
武
線
以
東
の
東
部

地
区
も
愈
々
本
年
度
―
1
0
0

万
円
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
実
施
地
域
は
西
部
で

は
昨
年
に
引
続
き
大
輪
、
矢

島
、
入
谷
の
約
五
0
町
歩
、

東
部
で
は
南
大
島
の
三
三
町

歩
と
決
り
ま
し
た
。
東
部
地

区
で
伺
故
南
大
島
地
区
が
一

番
最
初
に
着
手
す
る
か
と
申

し
ま
す
と
、
こ
の
地
帯
は
県

営
で
排
水
路
を
造
ら
な
く
も

平
常
は
単
独
で
叩
業
の
効
果

が
一
応
現
れ
る
か
ら
で
あ
り

ま
す
。: 

り
簡
単
に
あ
き
ら
め
て
は
い
け

よ
ま
せ
ん
。
ふ
つ
う
五
時
間
な

聞
い
し
八
時
間
（
電
気
シ
ョ
ッ

新
ク
や
服
毒
で
は
そ
れ
以
上
）

毛
試
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

上
呼
吸
加
停
止
し
た
の
ち
三

十
分
も
た
っ
た
佃
死
者
に
十

そ
こ
で
、
仮
死
者
に
人
工
時
間
も
人
工
呼
吸
を
続
け
て

呼
吸
を
施
す
場
合
は
、
一
分
助
け
た
例
も
あ
り
ま
す
。

し
、
そ
う
な
る
と
人

一
秒
を
争
う
必
要
が
あ
り
ま
ェ
剛

3を
施
す
人
（
術
者
）

が
ひ
ど
く
疲
れ
ま
す
の
で
、

す
。ほ

ん
と
う
に
死
ん
で
い
る
交
代
者
が
必
要
で
す
が
改
良

か
ど
う
か
、
考
え
る
必
要
は
さ
れ
た
ニ
ル
セ
ン
法
は
、
そ

の
点
、
一
人
が
長
時
聞
続
け

て
や
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
人

エ
呼
吸
を
や
っ
て
、
朕
師
が
最
後
に
仮
死
者
の
舌
の
処

く
る
ま
で
待
つ
の
で
す
9
_

水
死
者
の
場
合
は
、
水
を
―

吐
か
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
人
工
呼
吸
を
施
す

の
で
す
。

水
を
吐
か
せ
た
と
こ
ろ
で

胃
の
中
の
水
が
出
る
だ
け
で

肺
の
中
へ
は
決
し
て
大
菌
の

水
は
入
る
も
の
で
ば
な
く
、

多
少
入
っ
て
い
て
も
人
工
呼

吸
に
影
密
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
生
き
返
っ
た
あ
と

の
保
獄
、
安
静
と
肺
炎
を
起

さ
な
い
よ
う
な
医
師
の
手
当

が
必
要
で
す
）

も
う
一
っ
注
意
す
べ
き
こ

と
は
、
人
工
呼
吸
は
長
時
間

試
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で

~

i

i

-

~
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尚
両
地
区
で
六
0
0
万
円

で
は
一
0
0
町
も
出
来
ま
せ

ん
の
で
増
額
の
申
請
を
し
て

居
り
ま
す
。
こ
れ
も
或
る
程

度
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
す

又
農
林
漁
業
資
金
も
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
西
部
で
一
六
五

万
東
部
が
八
五
万
で
昨
年
よ

り
率
は
良
好
で
す
。

本
年
は
こ
の
通
り
順
涸
で

す
の
で
秋
の
取
入
れ
が
終
れ

ば
直
ち
に
着
手
し
得
る
見
込

で
す
。
又
江
黒
、
斗
合
田
の

採
土
地
区
は
改
良
区
の
事
業

と
し
て
本
年
度
処
理
す
る
予

定
で
す
。

組
合
費
徽
収

に
つ
い
て

七
月
区
画
挫
理
の
オ
一
期

の
賦
課
を
お
願
い
致
し
ま
し

た
が
こ
れ
は
次
の
通
り
で
す

区
画
整
理
は
前
に
述
ぺ
た
通

り
既
定
の
六
0
0
万
円
で
、

補
助
金
借
入
金
を
除
い
て
一

七
0
万
円
が
組
合
費
と
な
る

わ
け
で
す
。
又
増
額
さ
れ
る

予
定
は
―
iO
O
万
円
で
、
こ

の
分
の
組
合
費
推
定
が
六
〇

万
円
で
す
の
で
合
計
一
一
三
〇

万
円
と
な
り
ま
す
。
今
月
は
整
理
に
し
て
も
年
々
予
算
が

こ
の
内
大
体
一
0
0
万
円
を
少
く
な
り
、
工
事
の
完
成
が

平
等
に
田
反
当
一
五0
円
畑
長
年
月
を
要
し
ま
す
の
で
一

六
0
円
を
お
願
い
す
る
の
で
日
も
早
く
完
成
し
て
股
家
経

す
。
次
同
迄
に
は
組
合
費
も
営
の
基
盤
を
確
立
せ
ね
ば
な

は
つ
き
り
決
り
ま
す
の
で
、
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
熱
急

そ
の
際
施
行
地
城
と
そ
の
他
を
示
す
た
め
去
る
七
月
七
日

を
分
け
て
賦
課
す
る
予
定
で
梅
島
小
学
校
に
改
良
区
総
代

あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
以
上
村
議
、
区
長
、
痰
委
、
燐
協

の
通
り
で
す
か
ら
御
協
力
方
の
役
員
、
部
落
組
合
艮
等
―
―

お
願
い
し
ま
す
。
尚
区
画
整
百
余
名
集
合
し
て
早
期
完
成

理
は
工
事
の
段
階
と
な
り
ま
促
進
大
会
を
開
催
致
し
ま
し

す
と
該
当
し
な
い
耕
地
が
出
た
°
郡
出
身
岩
上
、
金
子
両

る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
県
議
、
吉
田
事
務
所
長
も
臨

実
施
設
計
が
す
ま
ぬ
と
判
明
席
さ
れ
激
励
を
受
け
次
の
決

し
ま
池
汎
の
で
現
在
は
賦
課
諮
を
行
い
農
林
省
、
県
に
陳

し
て
居
り
ま
す
が
、
は
つ
き
情
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

り
致
し
該
当
し
な
い
こ
と
に
決
議

な
り
ま
す
と
精
算
し
て
返
還
一
、
本
村
土
地
改
良
を
早
期

の
形
式
で
そ
の
方
の
工
事
し
に
完
成
す
る
た
め
予
算
の

た
他
の
耕
地
の
分
に
繰
込
れ
増
額
を
関
係
機
関
に
訴
ヘ

る
予
定
で
す
か
ら
、
現
在
の
そ
の
実
現
を
期
す
。

処
御
不
満
の
方
も
あ
り
ま
し
一
、
こ
の
た
め
資
金
の
調
逹

よ
う
が
何
卒
宜
し
く
お
願
い
に
は
村
民
自
覚
し
て
支
障

致
し
ま
す
。
．
な
か
ら
し
む
る
こ
と
を
期

一
、
工
事
完
成
の
た
め
用
地

土
地
改
良
早
期
す
。

完
成
促
進
大
会
等
に
は
万
全
の
処
置
に
よ

開
催
さ
る
一
汀
亘
認
濃
｀
i
を
か
け
ぬ

県
営
事
業
に
し
て
屯
区
面

c
土
地
改
良
区
）

1 要出て にるで骰
るぶ仮る手術のね はしい舌調の丸で
よ線死゜を者下か仮あてれはぺでます
うの者術仮はにせ死りしば自て‘つが
に上の者死片くる者まばよ然下そて‘
しにわの者ひる°をせつくのされい舌
‘‘き手のざよそうんた‘状いだるが
手手のの背をうのつ°り無態°け場落
を首下位につに掌ぶす理に は合ち
自がを置あきすがせ るにな 事がこ
然く結はて両る頬に必引つ前あん

に
ひ
ら
い
て
親
指
の
先
を

つ
け
る
。

2
術
者
は
腰
を
浮
か
せ
、

腕
が
垂
直
に
な
る
ま
で
の

り
出
し
、
静
か
に
体
童
を

か
け
る
。
•

3

術
者
は
体
を
先
へ
戻
す

と
と
も
に
、
手
を
離
し
て

そ
の
ま
ま
す
ぺ
ら
せ
る
よ

う
に
仮
死
者
の
ひ
じ
に
あ

て
る
。

4

術
者
は
腰
を
落
し
、
体

を
そ
ら
せ
な
が
ら
仮
死
者

の
ひ
じ
を
引
く
。

以
上
の
動
作
を
一
分
間
十
二

回
（
一
回
五
秒
）
か
け
て
く

り
か
え
し
ま
す
。



キ
ハ

(1) 昭和 8 ]年 1 0 月 2 0 日 明 和 村
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．
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落
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ヽ
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近
代
的
明
．
る
い

役
場
新
顧
合
落
成

三
日
間
に
わ
t
り
多
彩
な
行
事

私
た
ち
が
合
併
す
る
と
き
十
余
日
を
つ
い

の
建
村
計
画
に
盛
ら
れ
て
あ
や
し
て
、
総
評
＿

っ
た
「
村
の
中
央
に
新
庁
舎
敬
白
四
十
三
坪
一

報
を
建
築
す
る
こ
と
J
が
早
く
五
合
の
鉄
筋
コ
一

も
実
現
さ
れ
、
こ
の
程
よ
う
ン
ク
リ
ー
ト
及
―

や
く
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
び
フ
ロ
ヅ
ク
を

廣
四
月
二
十
八
日
に
起
工
式
柑
用
し
た
三
覧

を
行
っ
て
以
来
、
実
に
百
石
―
建
の
近
代
的

E
-

第 1
 
6
 
号

写
置
説
明

上
は
落
成
祝
賀
式
で
後
向
き
は
村

艮
さ
ん
。
祝
辞
を
読
ん
で
い
る
の

は
県
知
事
代
理
猿
渡
社
会
部
長
さ

ん
。

下
は
で
き
上
っ
た
新
庁
舎
の
全
景

屋
上
に
は
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

",. 

i

',•L 

刷
叩
赤
い
弱
根
共
同
募
金

l

所
叩

印
[
+
月
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
月
て
す
。
一

藤
h
J
と
し
の
縣
の
募
金
目
標
は
二
千
四
十
二
万
~

内
て
す
か
、
こ
の
募
金
て
県
下
の
め
ぐ
ま
れ
~

i
な
い
多
く
の
人
か
励
ま
さ
れ
、
養
老
院
や
保
~

斎所
育
所
等
の
設
備
が
改
善
さ
れ
ま
す
、
み
ん
な

刷
え
そ
ろ
つ
て
赤
い
羽
根
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
[
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・
・5

ダ
ン
庁
舎
で
平
和
な
村
の
シ
一
万
円
で
給
計
六
百
五
十
万
円

ン
ポ
ル
と
し
文
、
そ
の
名
に
一
に
上
つ
で
い
ま
す
。

ふ
さ
わ
し
い
明
る
い
建
物
が
一
落
成
式
は
十
月
六
日
群
馬

で
き
上
〈
た
わ
け
で
あ
り
ま
一
県
知
車
代
理
猿
渡
社
会
部
長

一
を
始
め
、
国
会
議
員
、
県
会

す
。こ

の
仕
染
に
要
し
た
毀
用
＿
議
員
そ
の
他
各
階
名
士
五
十

は
工
事
費
h

百
四
十
五
万
円
＿
余
名
、
村
内
関
係
者
百
二
十

電
気
工
市
費
十
五
万
円
、
給
余
名
及
び
工
事
関
係
者
十
余

水
工
事
費
十
一
万
円
、
没
計
名
参
列
の
も
と
に
盛
大
に
行

監
督
料
二
十
五
万
円
、
報
伯
わ
れ
ま
し
た
。

金
二
十
万
円
、
施
設
費
十
三
尚
当
日
午
後
は
松
竹
よ
り

万
円
、
そ
の
他
雑
毀
一
平
＇
一
派
遣
さ
れ
た
演
芸
班
て
、
歌

謡
曲
、
万
オ
、
奇
術
、
曲
芸

等
色
と
り
ど
り
の
演
芸
が
行

わ
れ
、
引
続
い
て
村
の
大
倫

の
有
志
に
よ
る
八
木
節
大
会

が
賑
や
か
の
う
ち
に
行
わ
れ

牙
一
日
目
の
行
申
は
終
り
ま

し
た
。

牙
二
日
目
ぱ
村
を
や
げ
て

の
体
育
祭
で
青
年
団
、
婦
人

会
、
消
防
団
、
一
般
村
民
及

び
小
中
学
校
生
徒
多
数
か
参
．

加
し
て
、
楽
し
い
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ヨ
シ
の
一
日
が
終
り
ま
ー

し
こ
。オ

三
日
目
は
、
村
の
商
工

会
提
供
に
よ
っ
て
前
日
に
引

続
き
、
晨
機
具
及
び
物
産
展

示
会
が
行
わ
れ
、
大
い
に
人

気
を
呼
ん
て
居
ま
し
た
。

午
後
一
時
よ
り
は
同
し
く

村
の
商
工
会
提
供
に
よ
り
、

東
都
浪
曲
界
の
大
関
、
木
村

松
太
郎
一
行
に
よ
る
浪
曲
大

会
が
行
わ
れ
、
約
五
百
人
の

浪
曲
ご
）
ン
の
涙
を
し
ほ
り

ま
し
た
。

六
F
l
よ
り
三
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
庁
舎
落
成
記
念
一

祝
賀
行
事
を
大
喝
来
の
う
ち

に
浪
仙
大
会
を
最
後
に
、
そ

の
幕
は
閉
ざ
さ
れ
た
の
て
あ

り
ま
し
た
。

こ
ヽ
に
お
い
て
県
下
に
も

そ
の
類
の
少
な
い
、
実
に
近

代
的
な
、
そ
し
て
明
る
い
私

た
ち
の
役
場
が
世
紀
の
誕
生
・

を
終
り
、
明
和
村
の
歴
史
に

輝
か
し
い
一
頁
を
印
し
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
•（

総
務
課
）

99 - - m”'9金

編雫人
発行人

発行所明和村役場

和田実
奈良庄次郎

•
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新
庁
舎
落
成
祝
賀
行
事
の

l会
、
硝
防
団
、
一
般
村
民
及
＿
た
村
を
あ
げ
て
の
体
育
大
会

一
環
と
し
て
青
年
団
、
婦
人
び
児
童
生
徒
代
表
が
参
加
し
は
十
月
七
日
梅
中
校
庭
に
於

て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ら
気

一
土
口
詞技が
次
々
と
展
開
さ
れ
て
興

の
つ
き
る
所
を
知
ら
ず
、
参

会
者
数
千
、
新
村
発
足
以
来

の
人
出
で
、
祝
賀
気
分
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
た
。

青
年
団
競
技
は
何
と
い
つ

て
も
競
技
中
の
華
で
文
字
通

り
の
白
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、

夕
糊
を
つ
い
て
技
を
競
う
有

様
は
す
さ
ま
じ
い
限
り
で
あ

っ
た
。
分
団
対
抗
で
は
千
江

田
地
区
田
島
支
部
、
梅
島
地

区
梅
原
分
団
、
佐
貫
地
区
大

輸
支
部
が
そ
れ
ん
＼
優
勝
し

た
。
婦
人
会
は
民
謡
踊
を
始

め
札
合
せ
、
糸
巻
、
抽
せ
ん

ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
等
の
競
技

に
観
衆
を
湧
か
せ
た
0

婦
人

会
は
集
合
、
整
列
を
始
め
、

そ
の
行
動
が
よ
く
統
制
さ
れ

態
度
の
立
派
さ
は
特
筆
大
書

に
あ
た
い
す
る
。
消
防
団
は

転
掌
柄
、
仕
度
競
走
で
そ
の

機
敏
さ
を
見
せ
、
せ
ん
べ
い

食
い
、
自
転
車
お
そ
乗
り
、

借
物
競
走
等
で
満
場
を
笑
わ

せ
た
。
一
般
村
民
の
部
で
は

抽
せ
ん
、
ど
じ
よ
う
釣
り
、

親 (2) 

* * * * * 

親
子
競
走
｀
―
-
百
オ
リ
レ
ー

等
で
、
全
村
民
が
入
り
ま
ぢ

つ
て
、
な
ご
や
か
な
。
風
景

を
見
せ
て
く
れ
た
剣
道
愛
好

者
に
よ
る
剣
道
形
や
試
合
は

ゆ
る
ん
だ
気
持
に
緊
張
感
を

与
え
た
。

特
別
出
演
の
小
中
学
校
代

表
に
よ
る
遊
技
や
体
操
は
、

平
素
練
習
の
成
果
を
見
せ
て

錦
上
更
に
花
を
添
え
て
く
れ

た
。
と
り
わ
け
佐
中
男
女
代

表
の
マ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
鉄
棒

の
妙
技
は
満
場
を
魅
了
し
、

一
技
毎
に
割
れ
る
様
な
拍
手

が
起
っ
た
。
他
町
枯
青
年
の

リ
レ
ー
も
熱
戦
を
演
じ
て
観

衆
を
喜
ば
せ
た
。

当
日
の
呼
び
物
た
る
青
年

団
の
仮
装
行
列
は
梅
青
の
新

里
、
梅
原
、
南
大
島
の
三
分

団
と
佐
貫
青
年
団
の
四
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
満
場
の
喝
釆

を
浴
び
、
南
大
島
分
団
の
「
た

ぬ
き
ば
や
し
」
が
一
位
と
な

っ
た
。

終
り
に
、
本
大
会
の
開
催

に
つ
い
て
絶
大
な
御
協
力
を

た
ま
わ
っ
た
運
営
委
員
を
始

め
関
係
各
位
に
対
し
満
腔
の

感
謝
を
捧
げ
る
。（

教
育
長
稿
●

十
一
月
は
：...... 

0
村
親
攀
の
売
納
を
＇
·

牧
穫
の
時
期
を
迎
へ
て
、

今
が
完
納
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
村
税
等
の
滞
つ
て
い
る

方
は
是
非
完
納
を
お
願
い
し

ま
す
•

0
所
得
親
オ
ニ
鑓
分
の
綱

親
0
月
て
す
。

納
税
は
民
主
主
義
の
最
も

重
要
な
義
務
の
―
つ
で
す
か

ら
お
忘
れ
な
く
お
願
い
し
ま

す
。密

造
酒
に
御
注
意
e
'
·

密
造
酒
は
国
家
の
た
め
に

も
、
皆
様
御
自
身
の
健
康
保

持
の
上
か
ら
も
、
絶
対
撲
滅

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
御

注
意
下
さ
い
。

新
願
舎
門
柱
寄
附

新
庁
舎
に
新
型
の
門
柱
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
村
の
斎
藤
村
長
、

奈
良
助
役
、
関
口
牧
入
役
、

坂
上
議
会
議
長
、
石
綺
副
議

長
並
び
に
議
員
全
員
及
び
早

川
教
育
長
等
三
十
人
に
よ
っ

て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
総
務
課
）

写
直
説
明

1

斎
藤
村
長
の
開
会
挨
拶

2

一
般
村
民
の
抽
蔽
競
走

坂
上
議
長
さ
ん
も
一
役

買
つ
て

3

青
年
団
の
仮
装
行
列
に

て
一
位
の
南
大
島
青
年

団
員

4

消
防
団
の
せ
ん
べ
い
喰

競
走
、
オ
ッ
ト
ッ
ト

5

佐
貫
、
梅
島
、
千
江
田

婦
人
会
の
連
合
ダ
ン
ス
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明
和
杓
商
工
会
で
は
、
役

湯
庁
舎
新
築
落
成
祝
と
し
て

第
村
内
外
の
商
店
に
呼
ぴ
か
け

戸
汀
が
筐
麟

を
元
久
保
庭
産
業
趾
の
敷
地

で
開
催
し
た
。

出
品
商
店
は
十
三
軒
に
て

優
秀
品
を
競
そ
い
、
特
に
近

代
農
機
具
に
そ
の
粋
を
集

め
、
卸
覧
者
を
驚
た
ん
せ
し

め
た
。
改
良
か
ま
ど
も
農
村

と
し
て
は
、
マ
キ
、
蜀
、
籾

が
ら
等
使
用
出
来
然
小
燃
料

." .................................. v
 ...................... q
 
........... e
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一
地
一
改
―
-
]
匹
リ
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....................... a 

一
、
昭
和
―
二
十
一
年
こ
れ
に
事
務
費
補
f
i
t
役
を
入

度
匡
画
整
理
事
れ
て
約
四
0
0
万
が
、
木
年

業
着
工
近
し
度
組
合
費
と
し
て
徴
牧
す
る

区
画
整
理
事
業
は
、
西
部
額
に
な
り
ま
す
。
こ
の
内
七

地
区
で
は
大
輪
の
残
り
矢
島
月
に
約
一
0
0
万
徴
牧
し
て

の
一
部
入
ケ
谷
の
全
部
約
七
ぁ
り
ま
す
。
残
り
三
0
0
万

0

町
東
部
地
区
で
は
、
南
が
今
後
改
良
区
の
柑
様
に
納

大
島
の
水
田
地
帯
の
大
部
分
付
し
て
戴
く
こ
と
に
な
り
ま

約
六
0

町
の
計
画
終
り
、
＋
す
。
こ
れ
を
一
時
に
賦
課
す

一
月
初
旬
に
は
請
負
に
附
し
る
と
過
重
に
な
り
ま
す
の
で

て
、
秋
の
取
り
入
れ
が
す
め
本
月
こ
の
内
約
一
三0
万
を

ば
直
ち
に
着
工
す
る
こ
と
に
お
顧
い
し
て

r

次
十
一
一
月
に

な
り
ま
し
た
。
補
助
金
偕
入
金
の
確
定
を
待

二
、
組
合
費
の
徽
牧
つ
て
残
り
を
賦
課
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
月
の
賦
課
金

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
工
事
施
行
地
区

本
年
度
の
区
面
挫
理
事
業
の
前
記
三
ヶ
所
の
田
が
反
三

は
、
西
部
が
在
一
0
万
円
、

0
0
円
、
畑
が
一
―
-
of
J
、

東
部
が
三
0
0
万
円
、
採
土
そ
の
他
の
地
域
は
田
一
七
〇

地
区
が
六
0
万
合
計
八
七
0

円
畑
七
0
円
で
あ
り
ま
す
。

万
円
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
＿
エ
半
の
円
滑
の
遂
行
卜
椅
様

一
の
御
協
力
を
お
願
い
巾
し
上

げ
ま
す
。
尚
採
土
地
区
ば
斗

対
し
て
補
助
金
か
二
四
三
万

長
期
侶
入
金
が
約
一
五
0

万
〈
口
旧
江
黒
地
内
の
位
設
省
土

差
引
一
一
八
二
万
円
か
改
良
区
取
場
の
趾
を
区
訓
挫
則
を
行

の
負
担
金
と
な
り
ま
し
て
、
ふ
も
の
で
あ
る
。

ー
5
 
号

む
節
約
さ
れ
る
と
興
味
を
以

つ
て
見
て
居
る
人
が
多
か
つ

こ
。t
 七日

は
体
育
大
会
も
あ
り

約
一
万
人
余
の
人
出
に
て
栗

原
会
長
を
始
め
商
工
会
役
員

は
よ
ろ
こ
び
と
忙
し
さ
に
汗

だ
く
だ
っ
た
。

八
日
は
展
示
会
と
共
に
木

村
松
太
郎
一
行
を
招
い
て
、

浪
曲
大
会
が
行
わ
れ
た
が
、

村
内
は
お
ろ
か
、
近
郷
の
愛

好
家
が
婦
人
同
併
で
つ
め
か

け
盛
会
を
極
め
た
。斎

藤
村
長

も
こ
の
盛
況

に
落
成
祝
賀

に
一
段
と
花

を
添
え
て
貰

っ
た
と
大
喜

び
、
こ
の
行

事
に
よ
っ
て

明
和
村
商
工

会
の
存
在
も

一
挙
に
認
め

ら
れ
た
。

苓

商
工
会
に
よ
る
一
i
二

.
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一
展
示
会
‘
l湿
曲
大
会

-ーーここーごこ::::::ごごこご：演芸会の一 ト コマ：:::：／：：こここ::::
新庁舎落成記念に行われた．演芸会の一とコマ。松竹演芸班の歌謡曲．万才．地
元大輪の八木節。大輪有志は春の関東民謡大会に三位をかくとくしただけあつて．

その洗練された芸は．満場を拍手かつさいせしめた。

写
直
説
明

右
上
大
輪
有
志
の

八
木
節
。
左
上
松

竹
洒
芸
班
の
歌
燕
曲

下
仝
じ
く
万
オ

0

宅



れ
は
ガ
ラ
ス
を
焼
切
っ
て
錠
外
か
ら
は
一
戸
が
四
、
五
寸
以

を
あ
け
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
上
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
工

夫
を
し
て
お
く
こ
と
。
，

〇
塀
、
さ
く
門

〇
裏
口
、
勝
手
口
、
湯
殿

玄
関
は
良
く
戸
締
り
し
ま
低
い
塀
や
さ
く
は
一
度
乗

す
が
、
十
戸
に
一
一
、
三
戸
位
り
越
え
れ
は
、
通
行
人
に
見

は
必
ら
ず
裏
口
な
ど
は
簡
単
つ
か
ろ
心
配
も
な
く
、
泥
棒

に
便
利
に
な
り
ま
す
か
ら
、

に
開
け
ら
れ
ま
す
。
亦
こ
の

よ
う
な
所
は
湿
気
が
多
く
す
体
裁
よ
り
侵
入
出
来
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

べ
り
や
す
く
腐
つ
て
い
た
り

す
る
も
の
で
す
。

0
そ
e
他

特
に
大
き
な
家
は
寝
室
に
ィ
、
貫
韮
品
は
気
付
か
れ
な

遠
い
関
係
で
少
し
位
の
音
が
い
所
に
閥
く
こ
と
。

し
て
も
気
が
付
か
な
い
欠
点
口
、
外
は
明
る
く
、
内
は
囲

が
あ
り
ま
す
。
く
す
る
こ
と
。

0
便
所
の
く
み
軍
I
J
口
と
捲
ハ
、
家
の
問
囲
に
車
や
ハ
シ

き
出
し
ロ
ゴ
‘
踏
台
な
ど
物
を
お
か

く
み
取
り
口
は
六
寸
角
以
な
い
こ
と
。

上
で
す
と
体
が
入
り
ま
す
か
二
、
一
匹
の
犬
に
防
犯
を
全

ら
、
蓋
に
工
夫
を
施
さ
な
い
部
ま
か
せ
な
い
こ
と
、
特

と
危
険
で
す
。
に
交
尾
期
は
往
意
し
な
い

便
所
や
廊
下
の
掃
き
出
し
と
危
険
で
す
。

口
も
四
寸
五
分
以
上
の
高
さ
0
被
害
に
か
A

つ
た
ら

が
あ
れ
ば
体
が
通
り
ま
す
。
現
場
ほ
そ
の
ま
ま
に
し
て

品
物
、
た
ん
す
、
喧
球
等
に

手
を
ふ
れ
ず
、
直
ぐ
筈
察
（

〇
鉄
格
子

窓
の
高
さ
が
三
尺
以
上
で
駐
在
所
、
交
番
）
に
届
け
る

す
と
相
当
太
い
鉄
棒
で
も
簡
こ
と
（
館
林
警
察
署
宙
話
七

単
に
曲
り
ま
す
か
ら
、
差
し
一
＿
一
番
）

込
み
を
深
く
し
て
横
枠
を
入
明
和
村
防
犯
委
員
会
々
長

れ
な
い
と
危
険
で
す
。
斎
藤
光
太
郎

館
林
苔
察
署
長

時
夫
氏
）
で
は
、
地
区
内
村
0
雨
一
戸
伊
藤
八
郎

新
教
育
委
員
会
民
各
位
の
協
力
を
求
め
、
八
敷
居
の
溝
は
深
く
す
る
と

万
五
千
余
円
を
以
て
、
佐
小
か
も
居
は
揚
げ
溝
に
し
て
一
皿

-
l
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
-
=
-
=

五

-
=
-
=
=
I
U
I
=
=
=
=
-
_
{
l
=
=
=
=
-

皿

．
十
月
一
日
登
足
喜
施
設
と
し
て
、
ス
ペ
リ
．
定
の
所
以
外
は
建
具
が
は
ず

h農
事
メ
モ
〖

ヽ
嬰
―
―

-
l
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
-
=
=
=
-
l
=
1
1
1

台
、
プ
ラ
ン
コ
、
メ
リ
ー
ゴ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

1
1
1

明
教
委
制
度
の
改
正
に
よ
っ
除
草
奉
仕
な
し
、
村
民
よ
り
ー
ラ
ン
ド
、
遊
動
園
木
各
一
，
戸
の
合
せ
目
は
互
に
く
し

て
（
従
来
の
委
員
会
は
九
月
感
謝
さ
れ
た
．
基
を
寄
附
し
、
な
お
校
庭
拡
込
む
よ
う
に
す
る
こ
と
。
0
農
家
の
皆
さ
ん
米
の
乾

三
十
日
限
り
で
解
消
し
、
十
張
工
事
の
施
行
に
・
際
し
て
は
雨
戸
の
錠
の
あ
る
部
分
は
燥
と
調
製
は
十
分
に
行
い
、

月
一
日
よ
り
村
長
の
仔
命
佐
小
p.
T
.
Aの
美
暴
数
日
に
亘
つ
て
勤
労
奉
仕
を
板
の
上
に
ト
タ
ン
を
細
か
に
特
に
モ
｀
；
が
ま
じ
ら
な
い
よ

に
よ
る
新
委
員
会
が
発
足
し
ス
ペ
リ
台
、
プ
ラ
ン
さ
れ
た
。
こ
の
美
挙
に
対
し
打
ち
付
け
る
こ
と
。
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
正

た
。
委
員
の
顔
振
れ
は
次
の
コ
等
を
寄
附
村
長
及
び
教
育
委
員
長
連
名
〇
戸
繕
I
J
味
は
必
ず
六
十
キ
ロ
(
+
六

通
り
で
あ
る
°
佐
小

P
T
.
A

（
会
長
尾
花
で
感
謝
状
を
贈
っ
た
。
貰
）
を
入
れ
、
包
装
も
し
つ

委
員
長
，
野
本
竹
蔵
．
な
る
ぺ
く
間
単
で
丈
夫
な
か
り
し
て
、
検
査
等
級
を
よ

委
員
長
転
`
[
も
の
を
選
び
ま
し
よ
う

0

く
し
、
皆
さ
ん
の
牧
入
を
多

務
代
理
者
石
村
醸
次
郎............................ i
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ガ
マ
チ
に
五
寸
釘
を
落
す

V
し
ま
し
よ
う
。

委
員
小
松
原
源
次
郎
f
f
の
は
大
変
良
い
方
法
で
す
。
．

仝
柿
沼
英
雄

F
家
庭
防
犯
の
し
お
＂
9
-

一
般
の
差
し
込
み
錠
は
欠
点

0
麦
は
適
期
に
ま
く
こ
と
が

日
．
仝
．
．
．

3

大
切
で
す
°
麦
ま
き
が
遅
れ

0

教
育
長
早
川
水
門
r

........................................................................ 3

が
多
い
か
ら
一
ヶ
所
だ
け
で
て
し
ま
っ
た
ら
、
芽
出
し
ま

2

．
な
く
外
か
ら
気
付
か
な
い
所

梅
島
婦
人
会
豊
作
で
良
か
っ
た
と
か
、
分
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
き
を
し
ま
し
よ
う
。
風
呂
湯

月
．
に
も
別
に
か
け
る
こ
と
。

。
本
瑯
会
員
の
景
気
が
立
ち
直
つ
て
良
か
つ
す
。
皆
さ
ん
、
農
家
や
商
店
決
し
て
子
供
や
女
中
さ
ん
浸
し
の
あ
と
、
ぬ
れ
む
し
ろ

た
と
か
申
し
ま
し
て
も
、
一
の
牧
入
を
ね
ら
っ
て
、
泥
棒
の
間
に
一
・
・
一
寸
ぐ
ら
い
の
厚
さ

1

労
力
奉
仕
粒
の
米
一
銭
一
円
と
雖
も
、
ど
も
か
眼
を
光
ら
せ
る
季
節
い
計
四

□
豆
コ
に
包
ん
で
暖
い
所
に
お
き
、

身
去
る
十
月
一
日
、
本
郷
部
お
互
の
汗
と
油
の
結
晶
で
な
に
な
に
ま
し
た
。
ど
う
か
次
一
日
一
、
二
回
摂
氏
二
十
度

か
ら
就
寝
す
る
こ
と
・
・

ー
落
よ
り
学
校
に
通
ず
る
通
学
い
も
の
は
一
っ
も
あ
り
ま
せ
の
防
犯
要
領
を
参
考
に
し
て
、
な
い
し
二
十
五
度
の
温
水
を

＇
道
路
が
、
夏
草
に
よ
り
張
切
ん
°
家
庭
防
犯
の
守
り
を
固
め
て
一
。
出
入
口
←
わ
ず
か
に
補
給
し
て
や
る
と

和
ら
れ
、
小
さ
な
学
童
の
通
学
そ
の
汗
と
油
の
結
晶
が
少
下
さ
い
。
、
．
昼
間
の
押
売
り
、
が
つ
払
二
日
ぐ
ら
い
で
芽
切
っ
て
き

昭
に
困
難
し
て
居
る
の
を
見
て
し
の
油
断
か
ら

1
寸
し
た
手
い
●
夜
の
偽
霞
報
犯
人
な
ど
ま
す
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
か

蓮
見
ま
さ
さ
ん
、
栗
原
た
つ
落
ち
か
ら
ゴ
ッ
ソ
リ
盗
ま
れ
を
防
ぐ
た
め
、
玄
関
、
勝
手
あ
る
い
は
陰
干
し
て
か
ら
続

さ
ん
外
二
十
名
、
．
午
前
七
時
て
し
ま
っ
た
の
で
は
何
の
た
口
な
ど
は
戸
を
開
け
ず
に
応
い
て
弱
い
天
日
で
干
し
た
催

よ
り
正
午
ま
で
、
雨
の
中
を
め
に
油
と
汗
を
流
し
た
の
か
待
出
来
る
小
窓
を
造
る
と
か
芽
乾
燥
ま
き
を
し
ま
す
。

和 村 廣 報 第 1 5
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。
そ

新
役
楊
庁
舎
｛
辱
彗
ロ
ニ
『
〗
畔

"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
"
ぃ
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
り

"
"
k

：
り
＂
＂
＂
り
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂
＂

1

写
真
説
明
，

右
下
…
…
階
下
事
務
室

左
下
·
…
•
'
階
下
便
所

ｷ
 

9
9
9
9
9
9
,
9
.
,
9
9
9
9
9
9
ｷ
 

0
ガ
ラ
ス
ー
戸



(1) 昭和 82，1年 1 月! 0 日

!!ii［主勺直
事力化たもつもれ物のを い通か来の開 でれ面業
ははとがどた今てが代轍日°りらる如か東あ‘しが
殆半機‘うか迄来代価出本 買‘゜くれ南り身て如
ど減滅他やらはる償のしに わ力小日れアま振し、何
なさ化産ら零兼゜と半よ出 なナ麦本ばジするるに
くれに業や細業国し分う来 けダ等に安ア°いか非
な‘よのつな的内て以とt｀ れかは流いと をが常
つ兼 0 経て農仕に押上す槻ばら年れおの 感う事
た業て営来家事お付はれ械な‘々込米通 じか態
゜的厘合ら経がいけ農ば器 ら約米んは商 るがに
加仕傭理れ営あてら産そ具な束国で潮が のわ直

明

新
年
の
挨
拶

明
和
村
長

齋
藤
光
太
郎

う
る
に
他
産
業
に
あ
っ
た
人

達
ま
で
が
農
家
に
流
れ
込
ん

で
来
る
状
態
で
、
零
細
に
尚

拍
車
が
か
け
ら
れ
る
。

も
う
国
の
施
策
だ
な
ぞ
と

ひ
と
ご
と
の
よ
う
に
考
え
て

居
ら
れ
る
時
期
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
A

に
於
て
昨
年
閣
議
決
定
で
新

農
山
漁
村
建
設
総
合
対
策
要

網
が
き
め
ら
れ
、
向
う
五
ケ

年
間
に
わ
た
っ
て
全
国
的
に

こ
の
新
し
い
村
づ
く
り
運
動

が
打
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。本

村
も
昨
年
の
秋
に
新
村

建
設
計
画
地
域
と
し
て
オ
一

次
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
目

下
基
本
調
査
を
完
了
し
て
基

本
的
振
興
計
画
を
樹
て
よ
う

と
云
う
処
で
あ
り
ま
す
が
、

新
農
村
建
設
総
合
対
策
は
農

家
の
総
意
と
自
主
性
に
基
く

")]: 村す痛務あし‘ソ昨オ‘誠を設援
に゜感もりて誠国年で心に挙計御
お い又まはに交国あが御げ画協
き た重す御我回にりら同つにカ
ま す大と目々復於ま感慶ヽ基に
し 次で共出国‘てす謝にあいよ
て 才あに度民国は°申堪りてり
も でる‘いに連‘ 上えま着‘
‘ あこそ限と加年 げます々新
梅 りとのりり盟末 るせ事実村

御祈よ まのらた力をもるの備し 皆歩築中
挨念り終す御‘すで建つ御で調て本様完等校
拶いより゜支ど覚は設と協‘査指年に成重舎
とたいに 援う悟あいも力今を定は感出大増
いし年昨 のかでりた住を後進を新謝来な築
たまで年 程昨御ましみ御皆め受農申ま事‘
ししあよ 御年座すたよ願様てけ村上し業役
まてりり 願よいがいいいの居‘建またを場
す新ま本 いりま努と明い絶り着設すこ一庁
°年す年 申以す力‘和た大ま々村゜と歩舎
の樺しt＾ーよらヒカ~),;＼微村しなす準と を一新

農
村
振
興
計
識

指
定
村

r
 
な

る

3 2 

4
飲
料
水
の
改
善

5

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化

6

食
生
活
の
改
善

四
、
流
通
改
善

1

農
協
の
整
備
強
化

2

農
畜
産
物
販
売
処
理

強
化

生
産
生
活
資
料
の
購

入
の
合
理
化

生
産
資
金
の
確
保

明
和
村
農
業
振
畏

協
議
會
役
員
名

村
づ
く
り
計
画
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
適
地
過
産
を
基
調

と
し
て
増
産
を
図
る
と
共
に

生
産
コ
ス
ト
の
引
下
げ
を
行

い
農
家
の
安
定
経
営
を
確
立

し
、
農
民
の
生
活
水
準
の
向

上
を
促
進
す
る
た
め
の
総
合

的
な
助
成
援
助
を
行
は
ん
と

す
る
も
の
で
、
村
が
農
業
団

体
を
中
心
に
振
興
計
画
の
総

合
的
な
推
進
を
期
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

明
和
地
域
農
村
振
興
計
画

基
本
構
想
案
を
左
記
の
よ
う

に
企
て
て
見
ま
し
た
が
、
具

体
的
計
画
に
つ
い
て
は
、
部
会
長
斎
藤
光
太
郎
、
副
会

落
会
を
開
催
し
て
篤
と
御
相
長
坂
上
義
兵
、
蓮
見
源
次

事
務
局
長
奈
良
庄
次
郎
。

談
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。絶

大
な
御
協
力
を
お
ね
が
総
務
部

い
い
た
し
ま
す
。
部
長
奈
良
庄
次
郎
、
石
崎

記
仁
一
郎
、
篠
原
弥
市
、
早
川

別
紙
の
通
り
水
門
、
小
松
原
源
次
郎
、
柿

明
和
地
域
農
村
振
興
協
議
会
沼
福
一
、
玉
井
一
次
、
田
口

一
、
土
地
生
産
条
件
の
整
備
き
よ
。

施
細
営
施
設
改
善
部

1

士
地
改
良
事
業
の
実

部
長
蓮
見
源
次
、
島
田
卯

2
農
地
集
団
化
整
備
事

業

3

畑
地
灌
漑
事
業
三
八
、
梁
瀕
朝
一
、
石
崎
司

二
、
経
営
改
善
施
設
朗
、
多
田
淳
一
、
村
田
登
志

1

畑
作
経
営
の
改
善
雄
、
石
村
実
、
坂
上
千
枝

2
水
田
生
産
能
率
の
増
子
。

進

3

養
蚕
経
営
の
安
定
化
生
産
一
改
云
竺
部

部
長
駒
宮
新
三
、
新
井
初

4

園
芸
作
物
の
生
産
改
．

善

.
5

畜
産
改
善
太
郎
、
酒
井
孝
、
吉
田
喜

①
適
正
導
入
平
治
、
大
野
幸
雄
、
吉
永
茂

②
畜
力
利
用
の
能
率
小
林
き
ん
。

レ

1
 

③
自
給
飼
料
処
理
施
流
通
改
善
部

設
の
改
善

糾
畜
舎
及
厩
肥
処
理
部
長
江
原
福
太
郎
、
荒
川

施
設
の
改
善
綴
、
始
沢
筆
司
、
奈
良
亮
一

三
、
農
村
生
徒
の
合
理
化
木
村
丈
英
、
小
池
昇
、
久

1

農
村
社
会
教
育
の
徹
保
庭
仁
一
郎
。

哀

...................... 

i
・
・
・
i
・

カ
マ
ド
の
改
善
（
写
真
説
明
農
村
振
興
計

住
宅
改
善
画
打
合
指
導
会
議
）
．
p

3
 

4
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和
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、
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佐
小
改
築
の
請
願

一
月
十
四
日
議
会
で
採
択

村
立
佐
貫
小
学
校
校
舎
改
を
文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託

築
に
つ
い
て
の
請
願
書
が
暮
し
、
委
員
会
で
は
こ
れ
を
慎

の
二
十
五
日
に
同
校
P
T
A

童
に
審
査
し
、
こ
の
請
願
書

読
代
表
者
よ
り
村
並
び
に
議
会
を
採
択
し
、
老
朽
校
舎
の
た

に
提
出
さ
れ
た
。
め
改
築
の
必
要
を
認
め
た
。

6

理
由
は
同
校
は
五
十
年
余
但
し
村
財
政
、
今
後
の
学
校

＾
ー
の
老
朽
校
舎
で
危
険
さ
え
も
の
統
廃
合
、
分
校
の
統
合
問

感
じ
ら
れ
る
建
物
で
、
可
及
瞑
等
と
に
ら
み
合
せ
て
実
施

第

的
速
か
に
改
築
し
て
ほ
し
い
す
る
た
め
当
局
に
対
し
て
充

と
云
う
請
願
で
あ
る
。
分
調
査
研
究
せ
し
め
る
こ
と

一
月
十
四
日
に
開
か
れ
た
を
適
当
と
す
る
。

村
議
会
で
は
早
速
こ
の
件
を
右
の
よ
う
な
決
定
を
な
し
本

全
員
一
致
で
受
理
し
、
こ
れ
会
議
で
こ
れ
を
了
承
し
た
。

欽
料
水
の
9
0％
は
不
適

人
間
生
活
に
な
く
て
な
ら
落
も
行
っ
て
見
ま
し
た
。

な
い
水
、
こ
れ
が
あ
ん
が
い
そ
の
結
果
別
表
の
よ
う
な

無
感
心
で
あ
る
こ
と
は
、
健
ま
こ
と
に
成
績
の
良
く
な
し
'

報
：
言
言
）
と
に
寒
心
に
状
況
が
現
れ
ま
し
た
。
・

そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
よ

人
間
は
食
物
を
取
ら
な
い
い
か
、
館
林
保
健
所
の
指
導

で
も
二
十
日
や
三
十
日
は
居
を
受
け
た
の
で
す
が
、
一
番

廣
ら
れ
る
が
、
水
な
く
し
て
は
理
想
的
な
の
は
簡
易
水
道
を

一
日
も
居
ら
れ
な
い
と
云
は
作
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ

れ
ま
す
。
れ
は
相
当
経
費
も
か
ヽ
り
ま

村
明
和
村
は
合
併
し
て
か
ら
す
。
然
し
部
落
の
方
々
が
心

村
の
発
展
と
村
民
の
皆
様
の
を
―
つ
に
し
て
行
へ
ば
国
の

健
康
を
才
一
と
し
、
色
々
事
助
成
も
長
期
融
資
の
道
も
あ

和
業
を
行
ひ
つ
：
あ
り
ま
す
が
る
の
で
そ
う
困
難
な
事
で
は

健
康
の
面
に
於
て
は
、
蠅
や
な
い
で
し
よ
う
。

蚊
の
撲
滅
、
各
種
の
予
防
注
そ
の
他

明
射
、
寄
生
虫
の
予
防
、
結
核

1

薬
品
に
よ
る
消
毒

対
策
等
行
い
ま
し
た
が
、
今

2

井
戸
の
構
造
及
周
囲

年
度
南
大
島
の
一
一
軒
、
新
田
の
塚
境
の
賂
備

部
落
の
栄
養
調
査
と
合
せ
て

3

水
道
装
樅
等

水
質
検
査
を
行
い
ま
し
た
の
右
の
方
法
に
よ
っ
て
安
心

で
、
一
応
環
境
衛
生
モ
デ
ル
し
て
使
用
出
来
る
水
に
よ
り

地
区
と
し
て
指
定
に
な
っ
た
健
康
な
家
庭
に
し
て
蛾
き
た

田
島
、
新
里
、
川
俣
の
三
部
い
。

. [

]

[

 

ァ
亜
大

(2) 
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佐
中
図
害
室
建
設
賽
金
に

、
金
二
十
万
円
の
寄
附

村
立
佐
貫
中
学
校
の
図
書
書
室
建
築
運
動
を
起
し
、
旧

室
を
作
っ
て
下
さ
い
。
と
須
同
窓
生
で
お
互
に
金
を
出
し

賀
の
田
口
重
夫
さ
ん
、
大
佐
合
っ
て
金
二
十
万
円
の
大
金

貫
の
中
島
胤
一
さ
ん
等
は
金
を
つ
く
っ
た
も
の
。

二
十
万
円
を
も
っ
て
役
場
に
村
で
は
こ
の
尊
い
善
行
に

陳
情
に
来
た
。
感
激
し
早
速
議
会
に
相
談
し

田
口
さ
ん
等
は
大
正
九
年
図
書
室
建
築
に
つ
い
て
対
策

の
佐
貫
小
学
校
同
窓
会
を
結
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

成
し
て
、
佐
貫
中
学
校
の
図

法
外
援
護
資
金
並
に
明
る
い

越
年
運
動
資
金
醸
出
金
結
果

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
歳
末
慰
問
金
と
し
て
差
上
げ

昨
年
末
社
会
福
祉
協
議
会
の
ま
し
た
。
ヽ

役
員
の
人
達
が
主
体
と
な
り
醐
出
金
総
額
四
八
、
八
五

0
円
。

婦
人
会
及
び
部
落
協
議
員
の

協
力
在
得
ま
し
て
、
こ
の
賢

金
の
隣
出
を
お
願
い
致
し
ま
境
界
墾
更
の
び
の
び

し
た
と
こ
ろ
、
村
民
各
位
の
大
字
大
輪
の
一
部
（
旧
大

御
理
解
と
御
同
情
に
よ
り
ま
輪
沼
新
田
）
を
館
林
市
に
編

し
て
、
左
記
の
よ
う
な
好
成
入
す
る
境
界
変
更
の
件
は
、

績
を
牧
め
る
こ
と
が
で
き
ま
受
け
入
れ
側
の
館
林
市
当
局

し
た
。
そ
の
結
果
を
御
知
ら

せ
致
し
ま
す
。
明
和
村
民
生
委
員
改
選
さ
る

今
後
共
明
る
い
地
域
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
、
尚
一
屑
去
る
十
二
月
一
日
付
を
以
江
黒
荻
野
虚
希

[
汀L三
い
[
[
言
t
t
“
[
『
宮
＿

梅
原
福
田
市
司
＇

め
ま
し
た
資
金
の
内
よ
り
、
に
よ
り
民
生
委
員
の
定
数
が

昨
年
末
生
活
に
困
る
人
達
に
減
員
に
な
り
、
本
村
に
於
て
中
谷
坂
上
定
七

対
し
て
一
世
帯
一1
0
0
円
宛
も
五
名
滅
員
さ
れ
今
迄
一
九
南
大
島
小
松
原
源
次
郎

九
三
世
帯
及
び
邑
楽
母
子
療
名
で
あ
っ
た
の
が
一
四
名
に
大
輸
青
木
光
子

須
賀
荒

1
1

綴

入
療
者
二
世
帯
、
国
立
療
蓑
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
選

1
1
1
俣
藤

1
1
1まま

所
大
日
向
荘
入
院
患
者
一
名
で
民
生
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
大
佐
貫
大
塚
卿
六

合
計
金
一
八
、
九
八
五
円
を
者
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
矢
島
入
ヶ
谷
泉
田
貞
一

：：口県 の 公 聴 箱．．：：：：：

の
受
入
体
勢
が
で
き
て
い
な

い
た
め
一
月
村
議
会
で
決
定

す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
当
分

の
間
の
び
の
び
に
な
っ
た
。

昭
和
三
十
一
年
の

戸
籍
取
扱
件
数
．

一
、
出
生
ニ
―
六

一
、
認
知
四

一
、
養
子
縁
組
―
―
九

一
、
婚
姻
一
七
九

一
、
離
婚
一
八

一
、
親
権
、
後
見
等
一
三

一
、
死
亡
―
―
六

一
、
姻
族
関
係
終
了
一

一
、
入
籍
四

一
、
分
籍
―
―

一
、
帰
化
'
―
―

一
、
転
籍
一
六

一
、
戸
籍
更
正

1
1―
―
四

一
、
新
一
戸
籍
編
製
一0
ニ

一
、
除
籍
｀
四
―
―

一
、
住
民
登
録
関
係

二
、
七
八
八
件

県では明る＜住みよい群馬県にするため県下に公聴箱を

設けて一般県民の建設的な意見をきヽ、これをできるだけ

県政に反映させようというねらいで、邑楽地方では館林駅

前木村良平さん前の歩道に一ヶ所公聴箱が設置されました
投書する場合は文書とし、県政をよくするための建設的
な意見又は苦情等とし、住所職業氏名を明記して投書して

下さし ‘o . ｷL.ｷ. 
毎月十日。二十日。三十日に開箱されます。 ; ... 、
皆さま、ふるつて御利用下さい。 ' • 
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再
び
学
校
の

統
合
に
つ
い
て

年
頭
に
当
り
、
昨
年
中
、
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

本
村
教
育
振
興
の
た
め
に
寄
可
愛
い
お
子
さ
ん
達
の
た

せ
ら
れ
た
村
民
各
位
の
御
熱
め
に
、
真
剣
に
考
う
ぺ
き
問

意
に
対
し
、
謹
ん
で
感
謝
の
顆
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で

意
を
表
す
る
と
共
に
、
本
年
私
は
昨
年
同
様
、
学
校
統
合

日
も
倍
旧
の
御
協
力
を
お
願
い
の
必
要
性
を
強
調
し
た
い
の

0

申
上
げ
ま
す
。
で
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
具
体

2

昨
年
九
月
、
文
部
省
が
全
的
に
い
え
ば
、
本
村
と
し
て

月
国
的
に
小
中
高
校
の
学
力
調
は
、
小
学
校
を
二
校
、
中
学

1

査
を
実
施
し
た
結
果
に
よ
り
校
を
一
校
に
ま
と
め
る
こ
と

年
ま
す
と
、
規
模
の
大
き
い
学
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え

2

校
ほ
ど
成
績
が
よ
く
、
小
さ
て
居
り
ま
す
。

3

い
程
成
績
が
悪
い
と
い
う
こ
長
い
将
来
を
考
え
ま
す
と

和
と
に
な
っ
て
居
り
、
又
、
大
村
財
政
の
上
か
ら
見
て
も
大

召
都
市
の
成
績
が
よ
く
、
小
さ
き
な
プ
ラ
ス
．
と
な
る
も
の
と

い
市
町
村
の
成
績
が
悪
く
、
考
え
ま
す
。
た
ゞ
小
学
校
の

特
に
小
さ
い
農
山
村
ほ
ど
悪
通
学
区
域
を
東
西
の
二
つ
と

い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
居
す
る
場
合
、
枷
島
地
区
を
二

り
ま
す
。
こ
の
調
査
が
絶
対
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

‘
,
'
ノ
3
 的
な
も
の
と
は
考
え
ま
せ
ん
で
、
こ
A

に
―
つ
の
雖
関
が

が
、
一
応
有
力
な
資
料
と
な
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
大

( 
明 和 村 廣 報 第 16 号·

記
念
撮
影
後
、
式
場

に
入
り
、
国
歌
斉
唱
、

斎
藤
村
長
及
び
野
本
教

育
委
員
長
の
挨
拶
．
記

念
樹
の
贈
呈
に
つ
い
で

県
教
育
長
を
始
め
多
数

来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、

最
後
に
成
人
者
代
表
増

尾
匡
史
君
（
南
大
島
）

の
力
強
ぃ
答
辞
が
あ
っ

て
式
を
終
っ
た
。

続
い
て
映
画
会
を
催

し
、
成
人
者
の
前
途
を

祝
福
し
た
。
該
当
者
男

一
六
五
、
女
一
七
六
、

計
三
四
一
。
当
日
の
出

席
約
―
―
六0
名
。

写
真
説
明
）

〖
成
人
式
記
念
撮
影

乗
的
な
見
地
に
立
っ
て
、
こ

の
難
関
を
突
破
し
て
頂
け
れ

ば
、
こ
の
画
期
的
な
大
事
業

も
必
ず
成
就
出
来
る
も
の
と

信
じ
ま
す
。

文
部
省
で
も
、
こ
の
事
を

力
強
く
推
進
す
る
考
え
の
よ

う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

際
、
こ
う
し
た
機
運
を
促
進

し
て
碩
け
れ
ば
幸
だ
と
思
っ

て
居
り
ま
す
。
（
教
育
長
）

農
業
委
員
選
暴

人
名
簿
縦
覧

本
年
七
月
行
な
わ
れ
る
予

定
の
、
農
業
委
員
選
挙
人
名

簿
を
、
一
月
一
一
十
日
か
ら
十

五
日
間
、
明
和
村
役
場
で
見

せ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
外

の
選
挙
と
こ
と
な
り
、
補
充

名
慈
の
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
落
ち
ま
す
と
投
菜
が
出

来
な
く
な
り
ま
す
。
是
非
期

間
内
に
縦
覧
し
て
下
さ
い
。

（
明
和
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

固
〇
麦
は
葉
が
三
枚
ぐ
ら
い
に

な
っ
た
ら
中
耕
除
草
と
麦
ふ

み
を
し
ま
す
。

オ
一
回
の
中
耕
除
草
は
深

く
し
な
い
で
、
葉
が
四
、
五

枚
に
な
っ
た
ら
う
ね
間
を
深

＜
堀
り
起
し
て
、
根
を
深
く

張
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

〇
農
家
の
皆
さ
ん
、
新
年
か

．
ら
農
家
簿
記
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

つ
け
方
は
普
及
員
が
指
溢

し
て
く
れ
ま
す
か
ら
、
共
同

で
講
習
を
受
け
、
み
ん
な
で

相
談
し
た
り
、
は
げ
ま
し
た

り
し
な
が
ら
、
農
家
約
記
を

経
営
の
改
善
に
役
立
た
せ
ま

し
ょ
う
。

〇
麦
の
寒
肥
を
や
る
と
き
で

す
。

普
及
貝
は
よ
い
相
談
相
手

に
な
っ
て
く
れ
ま
す
か
ら
、

麦
の
ぐ
あ
い
を
み
て
や
る
肥

第
f
5
回

盛

＊成
t—— 人

式畢
行
さ
る

（写真説明）

' 土地改良用水路建設作業 ］伍冨汀士地改冥1更ーーリ］立］に出；
竣日にに び万事の改和
工施はな七水水 り堪つ着はと々と円業待良三
の行競り〇路ょ本まえた工あはのなとも望事十
予‘争 ‘0 をり年すな事のり程希つ漸‘の業一
定四人来米下佐は゜いは運ま遠望た＜十久に年
に月札る着流貫大 処喜び閲いし事決二しつ度
な末が：：：エに用輸 でびとが頷たは定月かし、県
つ日行月す約排分 あにな・；·で額吾着末マて営

をらこ銭＾ るにれ 負六急五あ万＇tこ ：：：て
お宜と＾―此こ共ま尚担四、・分り円申本い‘居
願しに一畝のと通し此と万‘がま‘し年て組り
いくな畝当賦に費てのな五残国し県上度 合ま
申皆つ当り課なと九額り千り及たよげの 共す
し様てりツ額りし十にま円の限のりた県 通゜
上方居し畑はまて万事すが二よでの通営 費
げのり徴五田しお円務゜組割り此割り事 徴
ま御ま牧円十た願二費 合五のの当二業 牧
す協すす互四°い月を 員分補七額五は に
゜力かる 0 円 す中入 のの助割で八極 つ

料
を
き
め
ま
し
ょ
う
。

0
野
ね
ず
み
を
た
い
じ
す
る

と
き
で
す
。

フ
ラ
ト
ー
ル
を
使
う
と
き

は
個
人
使
用
が
で
き
ま
せ
ん

か
ら
、
農
協
や
共
済
組
合
と

相
談
し
て
、
共
同
で
駆
除
し

て
下
さ
い
。

0
馬
鈴
薯
を
植
え
る
時
期
が

近
づ
き
ま
し
た
。

県
内
産
の
た
ね
馬
鈴
老
は

北
海
道
産
の
も
の
に
負
け
な

い
優
秀
品
で
、
価
格
も
割
安

で
す
。

ま
だ
用
意
し
て
い
な
い
人

は
い
そ
い
で
農
協
へ
お
申
込

み
下
さ
い
。

0
さ
つ
ま
い
も
を
家
畜
の
え

ざ
に
す
る
と
き
は
、
た
ん

ぱ
く
質
の
多
い
魚
紛
や
大

豆
か
す
と
ま
ぜ
て
や
り
ま

し
ょ
う
。

さ
つ
ま
い
も
に
は
、
た
ん

ば
く
費
と
石
灰
分
が
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
、
ほ
か
の
叱
の

で
補
っ
て
や
る
の
が
大
切
で

す
。

t
3
 ヽ
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•昭和 12 年 1 月 20 日. 明 和 村 廣 報 第 16 硫 (4) 

固定責産税の課税標準となる一1

l一家屋の評債はどのように計算されるか？
家屋については年を経るに随つて変遷があります。新築されたもの或は取毀しされ

たもの、毎年部分的には変化を来しているわけです。私達は正確な価格を把握するた

め、家屋の評価を実施するわけですが、どのような基準によつて行つているか御参考

までにお知らせ致します。

こヽに一つの家屋を例にとつてみます。

その家屋は 木造瓦葺平家建住宅

経過年数 5 7 年

この一棟の住宅について、どのように評価額を決定するか、次に記して見ましょう。

結論から申し上げますと、先づこの建物を現在建てたら如何程（再建築評点数）に
なるかを出して、それから家屋の経過年数と損耗度を考慮することになります。

再建築費評点数xlー（胃星摩霜謬＋讐覧塁誌）心謬翌虚犀門＝嚢点
2 

｛この減点は 4 1 坪以上（農漁家）の場合に適用されます。｝
この評点数に当村の評点一点当りの価格を乗ずることによつて評価額がでるわけで

す。評点一点当りの価格は知事の決定した当村の坪当り平均価格（昭和31年度は2.61

8円）を埜礎として求めることになつています。

床面積 17坪00 建築年明治 3 3 年

'
 

パ
J
、,
1
\

以上は大つかみの所ですが、具体的に上記の建物についてどうして評点数を求める

かを記して見ましよう。

部分別•…•••…••基礎、土合、屋根、小屋組、柱ヽ造作、外壁、内壁、天井、床、出

窓、庇、樋、建具、附帯設備。

標準評点項目•••上記の部分別により夫々項目が別れておつて、たとへば甚礎につい

て見れば、コンクリート(l .750点）もあれば大谷石 (1,450点）も

あり、玉石（760点）もあるということで、それぞれ評点が違つて来

ます。之を実地に調査して、該当した評点数をとります。

補正項目••••••••••••たゞ同じような基礎であつても‘四周こあるだけのもの、又は玄関

その他入込んでいるもの等、或は地盤J: l 尺以上あるものを1.5 とし

た場合、 5 寸程度のものは 1.0 というふうに補正を行うことになり

ます。

標 準 I | 坪当り 建坪 部分別 I損点耗：部分別 1 評点補正項目評点延坪評点数損．耗の状況
項 目

基礎玉 石 700点 延断延長面長 111.,.6 0 o 1,12点5 1建7坪,00 197..1625点0 5 7柱0％間沈沈下下 38 
8 

土台杉、松(3.5寸） 450 460 u 100％腐朽 36 

34.000 瓦軒以緩先上一一の部外部破腐波朽損打屋根十能瓦 2.000 勾配 1.0 2.000 // 60 

小屋組 切妻 2,100 程本長度数サ 011...8o o ]頂7的60 // 28.560 詞
柱 杉節も板の3.0寸目 750 

ヽf
12.750 二寸以上傾斜 120 

(柱12.x706..5) 2 
造作 一般のもの ヽr 6.375 煤煤敷』g溝け摩け滅 8 

4 
漆荒喰壁（普通仕壁J::) 1.600 外壁 500 開口 l,0 1,000 ‘’ 17.000 亀戸袋破裂損 20 

4 

天内 壁井 一重大廻（津縁節も壁の） 212...0090000 0 0 ! l 匝尋1,000 1434,,00000 0 煤；け 7 ヽ‘

疇 I 20％破損 頁·

畳並 -” 24.650 
床 塁 7 寸以上 1.800 | 2.oo 3.600 畳耗そ表の度他摩を総損見括る損 88 

7 寸以下 1,500 1.50 2,250 
モルタル 3.000 1.00 3.000 

出庇窓

樋
, 糎 4:10 延長 1.0 4~0 17.00 . 7.SlO 50％腐朽 , 
丸アンコ

胃子ラ杉既ス赤水製額C 品 300 本u数 01 .~ 7 0 210 
.1 335 ...17695000 0000 狽1骨-傷折

1 7. ヽ
800//.0 800 // 3 

建具 ガ 入腰 1,'100 | / 1.5 2.700 ヽ

鏡戸 700//1.01 - 1 本

合計 l - I - 27B.220[ I 48~ 

附帯設備1 電包←ぎ野 700 - | - | 4個 I 2.800I I‘ 

(281,020) 

1坪当評点1 闘塁竺負率＋損 1坪当り評点i摩空盟畠臨評点数日・り価翡評価額嘉 116.530点1 80%| 48%| 64%| 10.579点l - I 179.843| x | 179.:」
以上が一棟の住宅についての評点数を求めるまでの経過ですが、要はこの評価方法

によつて全村家屋について、ょり正確に均衡のとれた評価額を算定し課税の適正を期

することが目的です。一棟毎の実態調査に相当の時日を要しますが、昭和 3 3 年の基

準年度 (3 年度毎に評価を行うことになつています）までには全村終了したいと考へ
ています。

現在使用されていますのは昭和 2 7 年の評価基準により旧村に於て決定されたもの

です。 灸｝
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